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重要なお知らせ

重要なお知らせ

底夏至
●この機械の操作および保守・点検を行うときは、必ずこの取

扱説明書に従ってください。

●この取扱説明書に従わなかったために、あるいは誤用や無断

改造がなされたために、ケガを負ったり損害が発生したとし

ても、株式会社サタケおよび農協または販売店は一切その責

任を負いません。

1．近年、産業機械には、新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生す

る傾向にあります。

この機ヰ戒の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。そのため、

この取扱説明書の記載事項や機ヰ戒に表示してある注意事項は、すべての危険を想定している

わけではありません。従って、機械の操作または日常点検を行う場合は、この取坂説明書の

記載および機械本体に表示されている事項に限らず、安全対策に関しては十分な配慮が必要

です。

2，この取扱説明書について、質問やより詳しい情報が必要な場合は、お買い上げの農協・販売

店または、巻末「緊急時の連絡先」にお問合わせください。

3．この取扱説明書において、万一、ページの「乱T」や「落T」などがあった場合は、お取替

えいたします。お手数ですが、お貢い上げの農協または販売店までご連絡ください。なおそ

の際は、機械名称も合わせてご連綿ください。

樺械名称
鮎付位置



保証の限定

保証の限定

製品は厳密な品質管理と検査を経てお届けしたものです。万一、正常なご使用状態において故障

した場合には、お買い上げ日よリー年間無料で修理いたします。

1．取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った使用により機械が保証期間内に故障した

場合には、保証書をご持参ご提示の上お買い上げの農協または販売店に修理をご依頼くださ

い。なお、保証書のご提示なき場合、または無料修理期間を過ぎた場合は、有料修理となり

ます。

2．無料修理期間中でも、次の場合は有料修理になります。

（イ）誤った使用方法、あるいは取扱上の不注意によって生じた損傷および故障。

（ロ）不当な修理や改造によって生じた損傷および故障。

いぃ火災、風水害、地震、雷その他天災地変、公害、塩害、異常電圧などの外部要因および

変質灯油、不純灯油によって生じた損傷および故障。

⊂）一度据付けた後の移動、落下により生じた損傷および故障。

㈹弊社純正部品以外の使用、お買い上げの農協または販売店またはその指定サービス工場

以外での修理による故障。

㈹保証書の紛失、保証書の記入事項または字句を勝手に訂正された場合。

3．保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。

4．この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後12年とします。ただし、供給

年限内にあっても、特殊部品につきましては、納期などについてご相談させていただく場合

もあります。

5．補修用部品の供給は、原則的には、上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であっ

ても、部品供給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただき

ます。



この取扱説明書の目的と構成について

この取扱説明書の目的と構成について

この取扱説明書の目的は、グルメドライヤーについて、機械の正しい操作および保守・点検の方

法を知っていただくために詳しい情報を提供することです。

この取披説明書には、次の情報が記載されています。

1　お使いになる前に（安全について）

この機械を取扱う前に、必ず読んでください。

この章では、安全標示の使い分けと、機械の操作および保守・点検を行う場合に守るべき

一般的な順守事項、この機械特有の特別順守事項と、機械に貼ってある標示ラベルについ

て説明しています。

2　轢械の仕様、構成と運転の特徴

この章では、機械の主な仕様とその構成および各種乾燥運転の特徴について説明しています。

3　コントロールボックスの説明

この童では，、コントロールボ、ソクスのスイッチ・ランプなどについて説明しています。

4　稼働期前の確認と作業

この章では、機械を使用する稼働期前に行う、確認と作業について説明しています。

5　機械の運転操作

この章では、この機械の運転に必要な作業・操作などについて説明しています。

6　稼働期後の点検と作業

この章では、稼働期終了後の点検と作業について説明しています。

7　困った時の対処

この章では、機械が不調の場合の調整方法について説明しています。

8　各部の調整・作業方法

この章では、点検や異常時の処置などに必要な各部の調整方法と作業について説明してい

ます。



この取扱説明書の目的と構成について

9　オプション部品と付属品の説明

この章では、機械のオプション部品と付属品について説明しています。

緊急時の連絡先

巻末に、トラブルが発生して復旧できない場合の、連絡先について説明しています。

〔安全説明確認カード〕

農協・販売店またはメーカの説明者は、この取扱説明書に従って運転

指導を行い、同封の保証書裏面にある安全説明確認カードでチェツウし、

お客様より確認印をもらってください。

（Dメーカ控→メーカに渡し、メーカで保管する。

②説明者控→農協・販売店で保管する。

③お客様控一お客様へ手渡す。
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お使いになる前に（安全について）ロ
この機械を取扱う前に、必ず読んでください。

この章では、安全標示の使い分けと、機械の操作および保守・点検を行う場

合に守るべき一般的な順守事項、この機械特有の特別順守事項と、機械に貼

ってある標示ラベルについて説明しています。

1．1安全標示の種類と意味

1．2　安全に作業を行うための注意事項

1．3　火災を起こさないための注意事項

1．4　穀物を上手に乾燥するための注意事項

1．5　標示ラベルについて

1．5．1　標示ラベルの貼付位置

1．5．2　標示ラベルの取扱い

1－1



1お使いになる前に（安全について）

1．1安全標示の種類と意味

取扱説明書、および機械本体に貼付けてある標示ラベルでは、危険度の高さ（または事故の大きさ）

にしたがって、次の4段階に分類しています。

以下の安全標示がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

∧、よン拗 泰 も∵、′、、ふ 簑∨′くぷ3′恕‾′～ふ′もご革 ゾ，ざ 恕′汽ミ、ぎ漆を‾く貞、、鰍 ∴＿

【′血 鹿 ∧僚 】
切迫 した危検な状態を示 し、手順や指示 に従わない と、死亡もし

くは重傷を負 う場合に使用します。

l必 J響 く／漕 l
潜在する危険な状態を示 し、手順や指示 に従わない と、死亡もし

くは重傷を負う危険性がある場合 に使用 します。

l必 壌 、．′蒼 ㌧l
潜在する危険な状態を示 し、手順や指示 に従わない と、中 ・軽傷

を負う場合 に使用します。

注　　 記 とくに注意 を促した り、強調 したい情報について使用 します。

1－2



1．2　安全に作業を行うための注意事項

1．2　安全に作業を行うための注意事項

安全に作業を行うための注意事項を次に示します。

建屋（璧）

図1－1乾燥機周辺平面図

1）長い頭髪は束ね、作業に適した袖口のしまっ

た腰（例えばつなぎ）および底のすべらない

靴で作業をしてください。

点検・整備をする時は、ヘルメット、安全靴、

必要に応じて防塵メガネ、手袋、マスクを着

用してください。

点模作実時、無理な姿勢をとらないで、また

頭や体の一部を打たないように注意してくだ

さい。

保守・点検作業時は周囲を明るくしてくださ

い。

2）機械周辺の作業通路を確保してください。作

業通路はバーナ前面で2m以上、その他の場

所で1m以上必要です。電源コードにつまず

かないように周辺は整理整頓してください。

3）機械の媚何場所は、コンクリート下地の水平

な所で、磯城の全荷重に長時闇耐えられるよ

うになっていることを確藷してください。

4）ノイズ、静電気による誤動作を防止するため、

必ず付属のアース繚を取付け、アース棒で地

面に埋設（50m以上）してください。

5）機械の作業通路内には、作業に関係のない人

は人らないように注意してください。特に子

供を遊ばせないように注意してください。

6）窓や戸を開けて、換気をよくしてください。

7）運転は、周囲の安全を確かめてから開始して

ください。

2人以上で作業するときは、互いに合園をか

わし作業を行ってください。

1－3



1お使いになる前に（安全について）

電源コネクタ

蘭
も＿

す

［墓室三重］

8）カバー類はすべて取付けて運転してくださ

い。また運転中はカバー類を取外さないで

．ください。

9）運転中はホッパの奥へ手を入れないでくだ

さい。

10）各髄の掃除、点検や異常・故障時の処置を

する場合は、電源スイッチを切り、電源コ

ネクタを抜いてから行ってください。

11）高所での点棟・作業が必要な場合は、お買

い上げの農協または販売店へ連絡してくだ

さい。

12）天井および天井カバーの上で作業しないで

ください。

73）機械内部（特にタンク部）に入って作業し

ないでください。

14）バーナ部分の掃除・点検は、バーナ部分の

湿度が常5副こなってから行ってください。

15）健康状態が悪い時は作業しないでください。

16）作業時、ほこリガ発生する場合は、防塵マ

スク等を着用してください。

運転音が気になる場合は、耳栓等を着用し

てください。

1－4



1．3　火災を起こさないための注意事項

1．3　火災を起こさないための注意事項

火炎を起こさないための注意事項を次に示します。

熱　圏
ウラくず 燃料

温風
燃料タンク　　ドラム缶

残った火丁油

ドレン抜き

圏■㊦
灯油　　　軽油・ガソリン
（」lSl号）

勤　∵勃
［：：＝：＝ニコIl　　亡＝＝亡＝＝三式＝＞

タバコ　　　　マッチ

1）バーナの前面2m以内にウラコミ、燃料など

燃えやすいものを置かないでください。燃料

タンクは、機械の側面から1m以上離して置

いてください。据付け位置の関係でフレキシ

フルチューブの長さが短い場合は、販売店に

連絡して延長してください。

2）燃料タンクは標準装備のものを使用して、機

械と同一の床に水平に置いてください。ドラ

ム缶から直接配管しないでください。

3）燃料タンクの底にあるドレン抜きのコックを

外し前のシーズンで残った灯油を出してくだ

さい。

そのまま使用すると故障の原因となります。

4）燃料は、灯油（JISl号灯油）を使用して

ください。

整油、ガソリンは絶対使用しないでください。

軽油、ガソリンを使用すると火災の原因にな

ります。

5）給油は機械の停止中に行ってください。給油

中は火気を近づけないでください。

6）燃料タンクから機械に接続されているフレキ

シフルチューブは、灯油が漏れないように確

実に接続してください。

運転前に燃料タンクやフレキシフルチューブ

から灯油が漏れていないことを確認してくだ

さい。

？）給油中にこぼれた灯油は完全にふきとってく

ださい。

1－5



1お使いになる前に（安全について）

不純灯油
変質灯油

＜消火器の使用方法＞

1・寄書琵き 2・左岩塩 る 3・迄ギ譲 る

†

ノズル

．と云

o　　 l

OK

－ ■

［墓室≡画

8）乾燥運転前に、バーナボックス内および熱風

胴内の掃除をしてください。（ページ4－3くバ

ーナボックス内と熱風胴内の掃除方法〉参照）

9）燃料の灯油は、不純灯油（水・ゴミが混入し

たもの）・変質灯油（ひと夏もち越した灯油、

日光の当る場所・温度の高い場所に保管した

もの）を絶対に使用しないでください。

不純灯油、変質灯油を使用するとバーナが正

常燃焼しないばかりでなく火炎の原因となる

ことがあります。

10）火災が発生した場合は備付けの消火器を使用

してください。

消火器に貼ってある使用方法、注意事項など

のラベルをよく言売み理解してください。

11）消火器本体の破裂等により人身事故の恐れが

あります。機械を使用する稼働の前には消火

器を点検し、耐用年数を過ぎたもの、および

本体容器のサビ、幸ズ、変形（キャップのゆ

るみ）のあるものは破裂する恐れがあります

ので機械を購入された販売店に交換を依頼し

てください。また、消火器に強い衝撃を与え

ると破裂する恐れがありますので取扱いに注

意してください。

12）同じ電源から、他の機械の配線をしないでく

ださい。（タコ足配線はしないでください。）

13）外気取入□を設け、換気を十分確保して乾燥

を行ってください。

14）外気取人口の近くには障害物などは絶対に置

かないでください。

1－6



1．4　穀物を上手に乾燥するための注意事項

1．4　穀物を上手に乾燥するための注意事項

穀物の乾燥に必要以上、時間がかかったり、穀物の変質、水分ムラ、胴割れを防く“ために次の注

意事項を守ってください。

1）●排風ダウトはピンと張り、遮へい物をダク

ト先端よリ1m以上離してください。正常

な排気ができない場合は、安全装置が異常

を検知して機械を停止させることがありま

す。

●排風ダウトは絶対に抵抗をかけないでくだ

さい。（しぼったり急激な曲げはしないで

ください。）

2）［品種設定］・［張込量設定］ツマミは確実に合

わせてください。

中間位置の設定はできません。

3）各スイッチと各ツマミは、よく確認のうえ作

業または設定をしてください。

乾燥条件や設定値を間違って設定した場合に

は、穀物を希望通りの乾燥に仕上げることが

できなくなります。

4）穀物の刈取後、機械に張込み4時間以内に送

風または乾燥運転を行ってください。刈取後

4時間以上放置すると穀物が変質することが

あります。

5）ウラくずを取除いて張込んでください。原料

穀物内にウラくずが入っている場合は、穀物

の乾燥状態が悪くなることがあります。

6）下記に示すような籾は安全のため［乾燥速度

設定］ツマミを［やや速い］に設定して乾燥しな

いでください。胴割れが増加する可能性があ

ります。

（a）原料中に育夫熟粒、その他の未熟粒が多い籾

（b）原料中に胴割れのある籾

（C）原料中に脱ぷ・聞えい（籾殻が開いている）

のある籾

（d）もち米・酒米・胴割れしやすい品種
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1お使いになる前に（安全について）

1．5　標示ラベルについて

この機械には、特に注意を要する箇所に標示ラベルが貼付けてあります。これらの正確な位置お

よび危険の内容について、十分に時間をかけて、危険防止の内容を理解してください。

1．5．1標示ラベルの貼付位置

標示ラベルの貼付位置と標示ラベルの内容については、図1－2および図1－3を参照してください。

運転中はカバー

をあけないこと。

注文コード：
130369003

注文コード
130369002

注文コード
190010004 カバーを

ふまないこと。

注文コード：
130369007

カバーを

ふまないこと。

注文コード：

130369009

A警告

点桟・修理・

調整する時は、

必ず電源プラ

グを抜いて作

業すること。

注文コ■ド：
790070074

注文コード：
130369007

注文コ、ド：　注文コードニ　　注文コード：
79ロ07007†　　730369077　　†303690†9

と注文］‾ド＝　注文コ‾ド＝
190010011130369003l

」＿＿＿　、　＿＿＿＿＿＿＿＿＿　J

運転中はカバー

をあけないこと。

運転中はカバー

をあけないこと。

注文コードニ　　　注文コード：

13036901ワ　　130369011

図1－2　標示ラベル貼付位置（1）

点検終了後は

必ず力／く－を

取付る（閉め

る）こと。

注文コードこ

190010011

点検終了後は

必ずカバーを

取付る（閉め

る）こと。

注文コード：190010011

点横位種類び停電の時
は、必ず電麓プラクを抜
くこと。急にモータが回

転することがあります。

注文コード：

130369001

注文コード：

190010001

L注文］‾ド：1303690081

鎚救瀬

灯油漏れがないか

確；忍すること。

乾燥運転を始める前に【i、必ず燃料ホ

ースと／く－ナとの接続部か確実に接続
きれているか確諺してください。確実

に接続されていないと灯油が漏れ火災
の原軌こなることがあります。

接続部

注文コード：190010019
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1．5　標示ラベルについて

闇
用
⊥
∵
戊
〔
ほ
℃
は
」
L

転
落
事
故
防
止
の
為
、
一
品
所
で
の
点
積
・
作
業
が

必
要
な
場
合
は
㈹
人
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

W
仙
粗
］
－
「
＝
」
∽
0
0
」
ロ
0
0
ひ

転
落
の
恐
れ
が
あ
る
。
ハ
シ
ゴ
は

指
定
し
た
場
所
に
掛
け
て
使
用
の
こ
と
。

注文コード：
130369015

この上に

乗らないこと。

注文コード：
190010008

▲注意 ▲注意
張りボルトのトソテは、モータに接触
しないようにモータと平行に国定する

こと（トソテがモータの巻き線に接触

し、ショートする可能性があります。）

モータカバーにご
みが溜まる恐れが
あります。運転前
に点検及び掃除し
てくださいハ

注文コード：190010018注文コード

A注意
吸引フアンには

必ず排風タクト

を取りつけて運

転すること。詳
しくは、取扱説

明書を参照のこ

と。

！注文コ‾ド：

l＿＿1竺）J竺t弓

注文コードニ　l

」空宣誓聖」ヲ」

注文コード
13036900Jl

注文コード
190010008 運転中はカバー

をあけないこと。

注文コード：
130369017

A危検

指定以外の燃料を

使用しないこと。

燃料タンク使用上の）主意
1慶I］は、」lSl号灯油象倭用してくだ

2絵濾は朋を停止しT仁一てくたさし・

ユフレキノブルナュー7を壁鼓するときd．チエーカ膵・空気8

＝か和一ノてくだ戸い

ヰ脚ケン川ぜ付けは、qけトり　毒さ青空えたり．バーr省

付近での朋は軽けTくご

‖印コノウ：ルキノブルチエ一利し即沌山柏■ように

躊斉L：掛川て〈た

6運転中止捌思ぃ打倒コ′クを績めてくた勘・－

7ンーズン別にニトレンを8取りクノク内を空［■ノて（だ

さし・

注文コード：190010003

運転中はカバー

をあけないこと。

注文コード：

130369004

］些t聖ぞ⊥

▲注意 ▲注意
張りボルトのトッテは、モータに接触

しないようにモータと平行に匡定する

こと（トッテがモータの巻き線に樟如

し、ショートする可能性があります。）

挙r－ぬ草r一讐讐三重忘言
方向が運の場

合がありますu

モータカバーにご

みが溜まる恐れが
あります。運転前

に点検及び掃除し

てください。

注文コード：190010018注文コード：

190010021】

やけどをするこ

とがあるのでモ

ータに手を触れ

ないこと。

注文コード：
190010021

図1－3　標示ラベル貼付位置（2）

注文コード：　注文コード
190010011　　130369002

1Å2　標示ラベルの取扱い

●標示ラベルがすべて読めるか確認してください。文字やイラストが見えない場合、ラベルの

汚れを落とすか交換してください。

●標示ラベルの汚れ落としには布、水∴洗剤を使用してください。

有機溶剤やガソリンなどを使用しないでください。

●標示ラベルの損傷、紛失、読めない場合は、ラベル交換の必要があります。

お買い上げの農協または販売店にお問合わせください。問合わせ先は、巻末「緊急時の連絡

先」を参照してください。
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2　機械の仕様、構成と運転の特徴

この章では、機械の主な仕様とその構成および各種乾燥運転の特徴を説明し

ています。

1
　
　
2
　
　
3

2
　
　
2
　
　
2

機械の仕様

機械の構成

各種乾燥運転の特徴
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2　磯城の仕様、構成と運転の特徴

2．1機械の仕様

機械の仕様を次に示します。

表2－1仕様一覧表

頂自　　　　　 機種 乾燥機（穀物用循環型）

型　　　 式 30M Z　　　 35M Z 」＿＿＿＿」 OM Z ⊥ 45M Z 50M Z　　　　 55M Z

区　　　 分

処理できる原料 注1

吾と 籾（kg） 560kき／げ
遠望 小麦（kg）680kg州

磯 全長（m ） 注2
望 蓋慧…≡諾三 注2

機械質量〔重量〕 （k日）

籾、麦

’一髪 還 ‡軍 笠 農 芸 書琵 呂

1，610 （2，040）

700～5，000 700～5，500

850～6，05D 850～6，400

二選 」 千若 ± 還 石ラ面‾ 5，0面‾‾‾ 5，390

1，200 1，240 1，270

送

風

型　　 式 FX A 50C

種　　 類 斜軸流式　　　　　　　　　 ～ 」

機 常用回転数 （r／min） 1250±30　　　　　　　　　　　　 1500±30 1600±30

火

炉

型　　 式 C 190S

種　　 類 ガンタイプ（噴霧式）

点火方法 自動（イヴナイタ）

燃焼量　 （色／時） 2．0～9，0

燃
料

使用燃料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灯油（J IS l号灯油）

燃料タンク容量（色） 98

所

要

電

力

定格電圧　　 （∨） 三相200

定
本 機 モー タ 0．36

0 フ　　　　　　　 ロ95　　　 1ざ‾‾吸引フアンモ【タ
格

出

力

（k肌／）

ロータリパルプモ1タ 0．06
昇降機モータ 0．7
バーナファンモータ 0．05
自動水分計モータ 0．OD6
切換パルプモータ 0．003
トリブタ」－ナモータ 0．06

最大同時使用電力（k柑） 1，939

15～16　 ‾†盲二1す 「 ‾‾‾‾面二ニラ「‾‾

2，柑9 2，539

性

能

籾
注3

張込時間（分） 23～25 T ‘‾亘百二27 28～30

排出時間（分） ‾了盲二 18　　 19～2て　　 2ト 24 24′、27 27～3〔） 29～33

小麦
注3

張込時間（分） 18二20　　 21～23　　 2互二面 ‾両 0 30～33 32～35
排出時間（分） 15～16　 17～19　　 ‾‾両二21 22～24　　　 24～26 ‾‾面二z8

毎時乾減率　 籾

（％／時） 注4 小麦

原料水分　 24％時　 0．6～0．8

原料水分　 3D％時　 0、7～1，0

諸

装

置

安　 全　 装　 置
・こ二tlフレームロッド　　 ・二≧二∴風圧センサ　　　 3〕温度センサ
・ぐヰニ・過不可保護装置　 ・こ5）異常燃焼検出回路
・こむ：マイコンによるアラーム検知および停止装置

運転制御方式 電子制御

その他

標準装備品
・〕‾〕単粒自動水分計　 ：謹ニデックル表示（温度・水分・残時間・アラーム）
・■3）自動切換パルプ　 ・ご亘≠、リブグ」一ナ　 ・甘モータ　　　 〔む可搬式消火器
：ニラニサイドホッパ　　 ・・二軒ノ＼シコ　　　 ：3：満量センサ　 媚非常停止スイッチ

オブシ〕ン軸品 ・こi二‥モータス0 ウ　　 ・淫二：フロントホッパ（昇降機）　 ・こ享）昇降機逆組付用部品
注5　　 ‥耳・麦張込規則板　　 ・漣：・ファンボックス

安全鑑定適合番号 申請予定

注7．表中に記入してあるもの上ノ外の特殊な原料を使用される場合は事前にご相談ください。
注2．表中の（二・は吸引フアンを様に取付した時の寸法です。
注3＿　張込一柳出時間は穀物の性状によって変動します。
注4，毎時乾減要は穀物の初期水分により異なります。
注5．詳しくはページ9－1「9オプション部品と付属品の説明」を参照してください。
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2．1機械の仕様

†2DO

710 r

く工

F

／／

u「

皿
＜工

〕

l目 ■目 」

□
：ゝ】 l．口 l

F I　　　　 D　　　　 l G

l［　　　　　 l H

J

園2－1機体寸法

表2－2　機体寸法一覧表
（単位：mm）

型 式 名 3 0 M Z 3 5 M Z 4 0 M Z 4 5 M Z 5 0 M Z 5 5 M Z

A 3 ，8 9 0 4 ，1 9 0 4 ，4 9 0 4 ，7 9 0 5 ，0 9 D 5 ，3 9 D

B 3 ，6 0 0 3 ，9 0 0 4 ，2 0 0 4 ，5 0 0 4 ，8 0 0 5 ，1 0 0

C ワ3 0 ← ← ← ← ←

D 1，6 1 0 ← ← ← ← ←

E 1，9 8 0 ← ← ← ← ←

F 3 7 0 ← ← ← ← ←

G 1，2 ワ0 ← ← ← ← ←

H 2 ，0 8 0 ← ヰー ← ← ←

l 5 5 0 ← ← ← ← ←

J 3 ，0 3 0 ← ← ← ← ←

K 1，3 5 0 ← ← ← ← ←

L 5 2 0 ← ← ← ← ←

M 2 ，4 9 0 ← ← ← ← ←
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2　機械の仕様、構成と運転の特徴

2．2　機械の構成

機械の構成を次に示します。

昇降機カバー・■：二1‾つ

図2－2　機械全体園（1）



2．2　機械の構成

天井カバー

図2－3　機械全体図（2）

吸引ファン

下部シャッタ開閉レバー
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2　横械の仕様、構成と運転の特徴

2．3　各種乾燥運転の特徴

いろいろな乾燥運転の特徴について次に示します。名宝燥運転の操作方法については、ページ5－1

「5　機械の運転操作」を参照してください。

〈やや速い乾燥〉

●穀物をはやく乾燥します。

注　　記

●下記に示すような籾は安全のため［乾燥速度設定］ツマミを［やや速い］に設定して
乾燥しないでください。胴割れが増加する可能性があります。
（∂）原料中に育夫熟粒、その他の未熟粒が多い籾
（b）原料中に胴割れのある籾
（C）原料中に脱ぷ・闘えい（籾穀が開いている）のある籾
（d）もち米・酒米・胴割れしやすい品種の籾

（e）空気が乾燥（乾燥機の周辺湿度が60％以下）の場合

〈ふつう乾燥〉

●穀物を通常のはやさで乾燥します。

注　　記

●下記に示すような籾は安全のため〔乾燥速度設定］ツマミを［ややゆっくり］に設定
して乾燥してください。

（a）原料中の育夫熱粒、その他の未熟粒の合計が15％以上の籾
（b）原料中の重胴割れが3％以上の籾
（C）原料中の脱ぶが10％以上の籾
（d）原料中の闘えい（籾殻が開いている）が70％以上の籾
（e）胴割れしやすい品種の籾

〈ややゆっくり乾燥〉
●穀物をゆっくり乾燥します。胴割れしやすい品種の籾および被害粒のある穀物などで使用しま

す。

〈グルメ乾燥〉

●籾を逐次昇温により乾燥します。被害粒の多い籾などで乾燥時問が長くかかっても食味を低下

させたくない場合に使用します。
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2．3　各種乾燥運転の特徴

〈2段乾燥〉
●原料穀物の水分のばらつきが大きい場合に使用します。

●乾燥中の穀物の水分値が18％になると乾燥運転を5時間休止します。

●休止によって穀物水分の差が小さくなり仕上水分のムラも少なくなります。また、玄米の乾

燥による疲労がとれ、過乾燥および胴割れなどが減少します。

●乾燥開始水分が18％以下の場合や、休止中に［停止］スイッチを押し、再度［乾燥］スイッ

チを押した場合は、休止に人りません。

水分18％

⊂三重二二二］

運転開始

園2－4　2段乾燥運転図

設定水分値自動停止

〈もち乾燥〉

●もち米を乾燥します。胴割れを増力□させないために、低めの熱風温度でゆっくり乾燥します。

〈酒米乾燥〉

●酒米を乾燥します。胴割れを増加させないために、低めの熱風温度でゆっくり乾燥します。

〈種子乾燥〉
●種子用の穀物を乾燥します。発芽勢・発芽率を低下させないために、低めの熱風温度でゆっく

リ乾燥します。

くピール麦乾燥〉
●ピール麦を乾燥します。発芽勢・発芽率を低下させないために、低めの熱風温度でゆっくり乾

燥します。
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〈タイマ乾燥〉
●タイマで設定された時間で乾燥します。乾燥時間を指定したい場合や、自動水分計が故障した

場合などに使用します。

〈バーナ間断燃焼乾燥〉

●［品種設定］ツマミを［もみA］～［もみC］、［張込量設定］ツマミを［少］に設定しますと、

バーナは連続燃焼ではなく間断燃焼します。

●張込量［少］の場合、バーナは4D分間燃焼し、30分間休止します。
●いすれの場合も設定の仕上水分になった場合は自動停止します。

●［品種設定］ツマミが［小麦］・［大麦］の場合は連続燃焼します。

画
運転開始 40分　70分

図2－5　バーナ間断燃焼乾燥運転図

110分　　　　設定水分値自動停止
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3　コントロールボックスの説明

この章では、コントロールボックスのスイッチ・ランプなどについて説明し

ています。
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3　コントロールボックスの説明

コントロールボックス操作部にあるスイッチ・ランプなどについて説明します。

エ■・　　　　L：を：　・：亘）　　・′：1③＋＋（1‾1ニ　　リヱニ・　　才亘　　：こ！¢：　・：1j′

ご亘〕　　（課　　　　・j‾：： ：乙）

園3－1コントロールボックス外観園

（7〕
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3　コントロールボックスの説明

番号 名　　　 称 機　　　　　　　　　 能

（か ［電源］スイッチ 電源の［人］、 ［切］を行います。

② ［張込量設定］ツマミ

張込量の設定を行います。

（少量あるいは 1に設定した場合 、品種を籾にするとバーナが

間断燃焼します。）

③ ［品種設定］ツマミ 品種の設定を行います。

④ ［乾燥速度設定］ツマミ 乾燥速度の設定を行います。

⑤
［仕上水分設定］ツマミ 仕上水分の設定を行います。

タイマ位置にセットすると、タイマ運転になります。

⑥ ［タイマ設定］ツマミ タイマ運転時の運転時問を設定します。

⑦ モニタ表示部
熱風温度 、穀物水分値、運転残時間を順次表示します。アラー

ムが発生した場合はアラーム N 0．を点滅表示します。

⑧ ［モニタ］スイッチ

アラーム発生時のブザー音を止め 、アラーム N o，を点滅表示か

ら点灯表示に切換えます。

運転中に押すと、仕上水分設定値が点滅表示されます。

（卦 ［水分のばらつきはば］ランプ
自動水分計で測定した水分をもとに計算 した穀物水分のばらつ

きを表示します。

⑬ ［未熟米］ランプ
自動水分計で測定した水分をもとに計算した未熟米混入量を表

示します。

⑪ ［張込］スイッチ 押すことにより張込運転を行います。

⑫ ［送風］スイ、ソチ 押すことにより送風運転を行います。

⑲ ［乾燥］スイッチ 押すことにより乾燥運転を行います。

⑭ ［排出］スイッチ 押すことにより排出運転を行います。

⑮ ［停止］スイッチ 押すことにより各運転を停止します。
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4　稼働期前の確認と作業

この章では、機械を使用する稼働期の前に行う、確認と作業について説明し

ています。
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4　稼働期前の確認と作業

稼働期前には、次の確認と作業を行ってください。

図4－1乾燥機周辺平面図

建屋（壁）

図4－2　機械全体図

1）機械周辺の作業通路に、障害物がないことを

確認する。

●作業通路は、バーナ前面で機械から2m以

上、その他の場所で機ネ威から1m以上必要

です。

2）アース棒が地面に埋設（50cmlソ上）されてい

ることを確認する。
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4　稼働期前の確認と作業

〈バーナボックス内と熱風胴内の掃除方法〉　　　3）機械のバーナボックス内と熱風胴内の掃除

熱風胴　 風圧センサ

フロン トパネル　　　　　　　　　　　　 l
⊂ コ ロロロロ冠　 雪岩下ナ

ノr

丸バーナ
ダウト

て－ナポッウ

琶琶　 用
ロ ．ン∵十

熱風温度センサ

図4－3　機械内部園

を行う。

（∂）バーナボックス前面のフ0ントパネルを外

す。

（b）角バーナダクトを取出す。

（C）バーナボックスを手前に引出す。

（d）バーナやバーナボックス内に付着している

コミ・ホコリを取除く。

（e）熱風胴内の金網に付着しているコミ、ホコ

リをホウキなどで下に落とす。

ス　（f）掃除が終わったらバーナボックスおよび角

バーナダクト、フロントパネルを取付ける。
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5　機械の運転操作

この章でlま、この機械の運転に必要な作業・操作などについて説明していま

す。

5．1運転前の確認と作業

5．2　張込運転

5．2．1張込量の日安

5．2．2　張込運転操作

5．3　送風運転

5．4　籾の乾燥運転

5．4．1うるち米の章乞燥運転

5．4．2　もち米の乾燥運転・…

5．4．3　酒米の乾燥運転

5．5　麦の乾燥運転

5．5．1小麦の章乞燥運転

5．5．2　ピール妻の乾燥運転

5．6　種子の乾燥運転

5．7　水分の測定方法

5．7．1サンプルの取出し

1
　
　
2

2

　

6

　

6

　

6
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1

　

1
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5－31

5－32

5－33

5－36

5．7．2　サンプルの水分測定

5．7．3　水分表示値の合わせ方

5．8　胴割れの確認方法

5．9　排出運転

5．10タイマ運転

5．11緊急停止の方法
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5　機械の運転操作

5．1運転前の確言忍と作業

運転前には、次の膣認と作業を行ってください。（日常点検）

図5－1排風ダクト図

1）バーナの周辺2mじく内にワラくず・燃料など

の燃えやすいものがないことを確認する。

2）排風ダウトを取付ける。

3）排風タウトがまっすぐ張られ、遮へい物がタ

ウト先端から1m以上離れていることを確認

する。

4）作業場の窓を開け、換気を良くする。

5）バーナボックス内および熱風胴内にコミがな

いことを確認する。

庭夏瑠
●乾燥運転の前には、バーナポ、ソクス内と熱風胴内の掃除を行ってく

ださい。掃除を行わない場合は、火炎が発生することがあります。

く吸引フアン∨ベルトの張り具合確認〉　　　6）機械後面の吸引フアン∨ベルトの張り具合を

2′、3mm

喝）
図5－2　吸引フアン図（機械後面）

確認する。

（a）吸引フアンカバーを取外す。

（b）フアンケーシング部分の∨ベルトを指で軽

く押す。

●たわみが2～3mmであれば正常である。

●たわみが2～3m以タトの場合は、ページ

8－2「8．1吸引フアン∨ベルトの張りの

謁整・確認方法」を参照のうえ∨ベルト

の張り調整を行う。

（C）吸引フアンカバーを取付ける。
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5．1運転前の確認と作業

〈パケットベルトの片寄り確認〉

パケットベルト

図5－3　昇降機下部

〈各モータの国転の確認〉

L旦二温〕
l

l

；入ト1切

7）昇降機のパケットベルトが片寄っていないこ

とを確認する。

（∂）［電源］スイッチが［切］になっているか

確認する。

（b）昇降機下部の昇降機カバーー謹）を取外す。

（C）バケットベルトが内調車の中央にあること

を確認する。

●パケットベルトが内調車の中央にない場

合は、ページ8－3「8．3　バケットベルト

の片寄りの調整方法」を参照のうえバケ

ットベルトの片寄りの調整を行う。

（d）昇降機カバー・こ乞二■を取付ける。

8）各部のカバーが取付けられていることを確認

する。

9）各モータの回転を確認する。

（a）コントロールボックスの［電源］スイッチ

を［人］にする。

●モニタ表示部に外気温度が表示される。

図5－4　ロータリバルブモータ

（b）［排出］スイッチを押す。

●［排出］スイッチランプ（緑色）が点灯

する。

（C）ロータリパルプモータが回転しているのを

確認する。

●ロータリパルプモータの回転は、カバー

の穴、または機械後面のパルプ軸端面か

ら確認します。

●ロータリバルブモータは、時計まわり、

反時計まわり両方交互に回ります。
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5　横械の運転操作

魂クク 雛
乾燥機本体

吸引ファン

図髄
昇降機上部安全カバー

一ト一項引フアン

モータカバー

図5－7　昇降機モータ

（d）本機モ～タの回転および回転方向を確認す

る。

●本機モータの回転方向は、モータ後ろか

ら碇認します。（焉煩機本体右側後面）

●本機モータの回転方向は、モータ後ろか

ら見て石回転です。

（e）吸引ファンモータの団転および回転方向を

確認する。

●吸引ファンモータの回転方向は、吸引フ

ァンモータカバーの下から確認します。

●吸引ファンモータの回転方向は、モータ

後ろからみて左回転です。

（f）昇降機モータの回転および回転方向を確認

する。

●昇降機モータの国転方向は、昇降機上部

安全カバーの穴から確認します。

●プーリの回転方向は、石回転です。

（9）トップウリーナモータの回転を確認する。

●トップクリーナモータの回転は、ビニー

ルダウトの吹出□から風が強く吹出して

いれば正常です。

（h）［停止］スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯

する。

（i）［電源］スイッチを［切］にする。

10）燃料タンクに灯油（」lSl号灯油）を給油

する。

11）次に説明する要領でフレキシフルチューブの

エア抜きを行う。
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5．1運転前の確認と作業

〈エア抜きの方法〉

園5－8　章乞燥磯部分図

園5－9　燃料タンク下部園

フレキシフルチューブ

壷圏
ソケット∠ト
左側へ押し下げた状態で
プラグへ挿し込みます。

聖賢
園5－10　カプラ接続園

（a）フレキシフルチューブをバーナ側ポンプ用

燃料ストレーナのカプラから外す。（ペー

ジ6－6〈燃料ストレーナの掃除〉参照）

（b）フレキシブルチューブの先端を片手で持

つ。

（C）燃料タンク側ストレーナのコックを開く。

（d）先端から灯油があノミ＼れる前にすばやく指で

ふさく“。

（e）燃料タンク側ストレーナのコックを閉め

る。

（f）フレキシフルチューブの先端から灯油がこ

ぼれないようにう主意して、バーナ側ストレ

ーナのカプラにフレキシフルチューブを接

続する。

（9）燃料タンク側ストレーナおよびバーナ側ス

トレーナのフレキシブルチューブ接続部よ

り灯油がもれていないことを確認する。
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5　機械の運転操作

5．2　張込運転

5．2，1張込量の目安

張込量の目安を表5－1に示します。穀物の性状、品種により、張込量は変わります。初回の穀物の

刈取りは穀物を少なめに刈り取ってください。袋数はコンバイン袋（約35kg入りの籾）で計算し

ています。

表5－1張込量

穀物の種類 籾 小麦 （巷考） 大麦 （参考）

張込量設定 袋　 数 重量 （也） 袋　 数 重量 （kg） 妥　 数 重量 （kg）

少量 21～25 7 00 2 0 85 0 2 1 800

1 26～40 13 00 37 155 0 36 1400

2 4 1～ 55 180 0 5 1 2 150 50 1950

3 8 1～95 30 00 8 7 365 0 86 3350

4 96～てて0 350 0 70て 4250 70ロ 3900

5 11 1～ 125 400 0 115 4 850 114 44 50

6 126～ 140 45 00 130 545 0 128 5 000

7 14 1～ 155 500 0 144 6 050 14 2 5 550

8 156～ 170 550 0 152 64 00 150 5 850

5．2．2　張込運転操作

穀物を張込む場合は、次の操作を行ってください。

注　　記

●張込む前に、前回乾燥した穀物がすべて排出されていることを確認

してください。

●麦を張込む場合は、麦張込規制板（オプション）が必要です。

●籾・麦以外の穀物は張込まないでください。

●張込む穀物品種が変わる場合は、ページ6－2「6．1残留穀物の取出

しと掃除」を参照のうえ残留穀物を取出してください。

●ウラコミなどの異物は、乾燥ムラの原因となるため、張込前に取除

いてください。

●何回かに分けて張込みをする場合は、乾燥ムラを防止するため、張

込みと張込みの闇も送風運転を行ってください。

●天井などへ直投入で張込む場合は、均分のかたよりを防止するため、

送風運転で行ってください。

●半乾穀物を張込む場合は、張込流量を7割程度にしぼってください。

機械故障の原因となります。
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5．2　張込運転

運　転」星＿」L＿

張込：：：送風：：：乾燥：ll■排出「停止

仕⊥轟．”．／・‾†＿ヱ、．l　　張　込　t＿＿＿＿　＿＿里＿＿＿腰

電　源

入Rて切

張込ホツ
国定金具

ゝ。■、∫n

1）コント⊂トールボックスの［電源］スイッチを

［人］にする。

2）［品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾　　：［もみB］

小麦・裸麦：［小麦B］

大麦・ピール麦：［大麦B］

3）［張込］スイッチを押す。

●［張込］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●自動切換パルプが張込側へ切換わる。

●機械が運転状態となる。

パ

張＼

国
百

J li

⊂コ鮎

晶
ホッパ

tゴ

ロ

也

図5－11機械下部本体部分図

図5－12　張込ホッパノブ（1）

扇
ブザー停止

4）張込ホッパを開ける。

●張込ホッパを片方の手でささえながら、も

う片方の手で張込ホッパ固定金具を上げ

る。

5）張込ホッパ内のシャッタを開ける。

●張込ホッパ内のノブをゆるめて下げる。

●ノブを締めて固定する。

6）ホッパから穀物を張込む。

7）満量になると、満量センサが作動する。

●モニタ表示部に［001］が点滅表示される。

●ブザーが鳴る。

8）［停止］スイッチを押し、一旦停止する。

9）［モニタ］スイッチを押す。

●モニタ表示部の［001］が点滅から点灯に

変わる。

●ブザーが止まる。

1D）［モニタ］スイッチを再度押す。

●モニタ表示部の［001］が消える。

●今までの表示に　川01］が追加になり．そ

れぞれの表示が、5秒間隔で切換わる。

11）続けて張込む場合は、タンクの穀物表示窓を

見ながら、［垂亘垂司表示位置になるまで注
意して張込む。
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5　機械の運転操作

図5－13　張込ホッパノブ（2）

棚
刷
醐
訓
銅
囲

12）張込ホッパ内の穀物がなくなるのを確認す

る。

13）［停止］スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯す

る。

●機械が停止する。

14）張込ホッパ内のシャッタを閉じる。

●張込ホッパ内のノブをゆるめて上げる。

●ノブを締めて固定する。

15）張込ホッパを閉める。

●張込んだ穀物の水分のばらつきは、張込運

転中に［水分のばらつきはば］ランプに表示

される。

例）水分のばらつきが多い場合。

ランプ（赤色）の点灯数が多くなる。

●張込んだ穀物の未熟米の量は、張込運転中

に［未熟米］ランプに表示される。

例）未熟米が多い場合。

ランプ（赤色）の点灯数が多くなる。

●張込運転時、吸引フアン作動を要望された場合は、張込ホッパを閉

める時に、ファンの吸引力で勢いよく閉まる時がありますので、拍

手などをはさまないように注意してください。

●張込ホッパを閉めたあとは、張込ホッパ塵定金具で確実に止めてく

ださい。
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5．3　送風運転

5．3　送風運転

送風運転方法を次に示します。バーナは燃焼しません。

図5－14　コントロールボックス操作部

大麦

7）［電源］スイッチを［人］にする。

2）［品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾　　　二［もみB］

小麦・裸麦：［小麦B］

〔正二直二〕　大麦■ピ‾ル麦‥［大麦B］

小麦
ピール麦　　　　　　裸麦

⊂コ∈〔亘二重二

3）［仕上水分設定］ツマミを希望の水分値に設

定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注　　記

●過乾燥防止のため、毎年初国の乾燥、

または品種が変わった場合は、希望す

る仕上水分設定よりも0．5～1．0％高く

設定してください。

5－9



5　機械の運転操作

4）［送風］スイッチを押す。

●［送風］スイ、ソテランプ（緑色）が点灯する。

●送風運転を開始する。

●運転中、［モニタ］スイッチを押すと、モ

ニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示さ

れる。

5）運転途中で送風を止める場合は、［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●機械が自動停止する。

6）設定した仕上水分になると、送風運転が自動

停止する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●［送風］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。
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5．4　籾の乾燥運転

5．4　籾の乾燥運転

嘲
ゆ言てりふつう齢

仕上水分／タ　イマ

空気が乾燥している日も乾きます。

雨天の日も戻ります。

1）幸三燥する前に、必ず原料の品質を確認してく

ださい。

2）毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

は、希望する乾燥速度設定よりもー段下げ、

ゆっくり卓乏煤してください。

乾燥終了後、仕上がった籾の品質を確認した

うえで次回の乾燥速度を設定してください。

3）毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

は、［品種設定］ツマミを［もみB］に設定して

乾燥を行なってください。

乾燥終了後、籾水分を手持ちの水分計で確認

し2回目以降の品種設定を行なってください。

（ページ5－30「5．7．3　水分表示値の合わせ

方」参照）

4）毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

は、過乾燥を防止するため仕上水分の設定値

を希望の水分値よりも0．5～1，0％程度高く設

定して乾燥を行なってください。

乾燥終了後、籾水分を手持ちの水分計で確認

し2回自以降の仕上水分の設定を行なってくだ

さい。

5）籾の乾燥終了後、排出する前に手持ちの抵抗

式水分計で水分を測定し、希望の水分値に

なっているか確認してください。

乾燥直後の籾は、玄米の水分が籾殻に移行し

ていないため、手持ちの抵抗式水分計の方が

モニタ表示部の水分表示より高巨になるこ

とがあります。

未熟粒（古米）が70％以上混入している場合

は、乾燥後未熟粒の水分が整粒玄米に移り、

整粒玄米の水分が高くなることがありますの

で、籾摺前には再度水分を確認してください。

5－11



5　機械の運転操作

5．4．1　うるち米の乾燥運転

うるち米の乾燥運転方法を次に示します。

注　　記

●下記に示すような場合は、安全のため［鴬燥速度設定］ツマミを［や
や速い］に設定して乾燥しないでください。
胴割れが増加する可能性があります。
（a）原料中に育夫熟粒、その他の未熟粒が多い籾
（b）原料中に胴割れのある籾
（c）原料中に腕ぷ、聞えいのある籾

（d）胴割れしやすい品種の籾
（e）空気が乾燥（乾燥機の周辺湿度が60％以下）している場合

注　　記

●下記に示すような籾は安全のため［乾燥速度設定】ツマミを［やや
ゆっくり］に設定して乾燥してください。
（a）原料中の育夫熟粒、その他の未熟粒の合計が15％以上の籾
（b）原料中の重胴割れが3％以上の籾
（c）原料中の脱ぶが10％以上の籾
（d）原料中の開えい（籾殻が開いている）が10％以上の籾
（e）胴割れしやすい品種の籾

運　転　操

0　　　　　（⊃　　　　　　⊂）　　　　　⊂〕

㊥㊥㊨圏

GO］RMET DRYING SYSTEM

図5－15　コントロールボックス操作部

1）［電源］スイッチを［人］にする。

2）燃料タンクのコックを開ける。

燃料タンク



5．4　籾の乾燥運転

嘘
ゆ言てりふつう齢

3）［乾燥速度設定］ツマミを希望する乾燥に設定

する。

［やや遠い］［ふつう］［ややゆっくり］［グル

メ】［2段］（ページ2－6「2．3　各種乾燥運転の

特徴」参照）

注　　記

●胴割れ防止のため、毎年初回の乾燥、また
は品種が変わった場合は、希望する乾燥速
度設定よりもー殿下げ、．ゆっくり幸吉傾して
ください。

注　　記

●種子用の穀物で、［乾燥速度設定］ツマミを［種子］に設定して乾
燥しない場合、発芽勢・発芽率が低下します。（ページ5－26　「5．6
種芋の乾燥運転」参照）

4）［品種設定］ツマミを［もみB］に設定する。

5）［仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注　　記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、また
は品種が変わった場合は、希望する仕上水
分設定よりも0．5～1．0％高く設定してくだ
さい。

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物表

示窓の番号に合わせて設定する。

注　　記

●［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合わ

せて設定してください。誤って設定した場合は、胴割れが発生した
り、乾燥時闇が必要以上に長くかかったりすることがあります。

5－13



5　機械の運転操作

7）［乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●40秒後にバhナが着火する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分、運

転残り時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中、［モニタ］スイッチを押すとモニタ

表示部に仕上水分設定値が点滅表示される。

注　　記

●モニタ表示部に［004］が表示されてバーナが着火しない場合、機

械が停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風湿度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動

的にバーナが着火します。

8）運転途中で乾燥を止める場合は、［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

匝］9）

燃料タンク

設定した仕上水分値になると、乾燥運転が自

動停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

10）燃料タンクのコックを閉める。
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5．4　籾の乾燥運転

5．4．2　もち米の乾燥運転

もち米の乾燥運転方法を次に示します。

園5－16　コントロールボックス操作部

燃料タンク

1）［電源］スイ、ソテを［人］にする。

2）燃料タンクのコックを開ける。

3）［牽燥速度設定］ツマミを［もち］に設定する。

4）［品種設定］ツマミを［もみB］に設定する。
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5　機械の運転操作

張　込　量

5）［仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値

に設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表

示される。

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。

7）［乾燥］スイ、ソチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●40秒後にバーナが着火する。

●老燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運

転残り時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中、［モニタ］スイッチを押すと、モ

ニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示さ

れる。
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5．4　籾の乾燥運転

B）運転途中で乾燥を止める場合は［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

設定した仕上水分値になると、乾燥運転が自

動停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯

する。

●機械が自動停止する。

10）燃料タンクのコックを閉める。
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5　機械の運転操作

5．4．3　酒米の乾燥運転

酒米の乾燥運転方法を次に示します。

園5－17　コントロールボックス操作部

1）［電源］スイ、ソチを［人］にする。

2）燃料タンクのコックを開ける。

だ芦＝コック

燃料タンク

7「‾－‾

［垂麺二重二重二〕
ゆ言てりふつう齢

3）［乾燥速度設定］ツマミを［酒米］に設定する。
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5．4　籾の乾燥運転

4）［品種設定］ツマミを［もみB］に設定する。

5）［仕上水分設定］、ンマミを希望の仕上水分値

に設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物表

示窓の番号に合わせて設定する。

7）［乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●40秒後にバーナが着火する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示告別こ熱風温度・現在の水分・運

転残り時間が5秒間隔で順次に表示される。

●運転中、［モニタ］スイッチを押すと、モニ

タ表示部に仕上水分設定値が点滅表示され

る。
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5：練械の運転操作

8）運転途中で乾燥を止める場合は、［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●バⅦナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

9）設定した仕上水分値になると、乾燥運転が自

動停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

10）燃料タンクのコックを閉める。
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5．5　妻の乾燥運転

5．5　妻の乾燥運転

粒水分
30％1ソ下

コンバイン収穫

1）刈取りは麦の水分が30％以下になって行って

ください。

高水分麦の場合は、脱穀の時、損傷が多くな

るとともに、乾燥機内で循環が悪くなり、乾

燥ムラができます。

2）高水分麦（水分30％以上）は、穀物表示窓の

［5］を超えて張込まないでください。循環不

良の原因となります。

また、変質防止のため、張込終了後は直ちに

乾燥運転をしてください。

3）乾燥小麦（水分18％以下）は、穀物表示窓の

［5］を超えて張込まないでください。機械故

障の原国となります。

4）その他乾燥運転については、ページ5－11

「5．4　籾の乾燥運転」を参照してください。
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5　機械の選手云操作

5．5．1　小麦・裸麦・大麦の乾燥運転

小麦・裸麦・大麦の乾燥運転方法を次に示します。

園5－18　コントロールボックス操作部

と竺ヨ

［垂直垂直〕
ゆ‡マリふつう齢

大麦　　　　　　小麦・裸麦

⊂二正三：夏蚕：

［電源］スイッチを［人］にする。

燃料タンクのコックを開ける。

［幸乏煤速度設定］ツマミを希望する乾燥に設定

する。

［やや速い］［ノ‡＼つう］［ややゆっくり］［グル

メ］［2戸別（ページ2－6　「2．3　各種乾燥運転

の特徴」参照）

注　　記

●被害粒防止のため、毎年初回の乾燥、
または品種が変わった場合は、希望す
る乾燥速度設定よりもー段下げ、ゆっ
くり乾燥してください。

注　　記

●種子用の穀物で［乾燥速度設定〕ツマ
ミを［種子］に設定して乾燥しない場
合、発芽勢・発芽率が低下します。
（ページ5－26　「5．6　種子の乾燥運転」
参照）

4）［品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

小麦・裸麦：［小麦B］

大麦　　　ニ［大麦B］

5）［仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分優に

設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。
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5．5　麦の乾燥運転

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物
表示窓の番号に設定する。

7）［乾燥］スイッチを押す。
●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。
●40秒後にバーナが着火する。
●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運
転残り時間が5秒間隔で順次表示される。
●運転中、［モニ列　スイッチを押すとモニタ
表示部に仕上水分設定値が点滅表示される。

注　　記

●モニタ表示に［004］が表示されてバーナが着火しない場合、機械が
停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。
●熱風渥度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動
的にバーナが着火します。

8）運転途中で乾燥を止める場合は、［停止］スイ
ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。
●バーナが消火する。
●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。
●機械が自動停止する。

匝］9）

＼　　燃料タンク

設定した仕上水分値になると、乾燥運転が自
動停止する。
●バーナが消火する。
●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。
●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。
●機械が自動停止する。

10）燃料タンクのコックを閉める。
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5　機械の運転操作

5．5．2　ビール妻の乾燥運転

ピール麦の乾燥運転方法を次に示します。

園5－19　コントロールボックス操作部

1）［電源］スイ、ソテを［人］にする。

ウ　　　2）燃料タンクのコックを開ける。

燃料タンク
3）［乾燥速度設定］ツマミを［ビール麦］に設定

する。

注　　貫己

●ビール麦で［乾燥速度設定］ツマミを

［ビール麦］に設定して乾燥しない場

合、発芽勢・発芽率が低下します。

4）［品種設定］ツマミを［大麦B］に設定する。

5）［仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注　　記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、
または品種が変わった場合は、希望す
る仕上水分設定よりも0．5～1．0％高く
設定してください。

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。
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5．5　妻の乾燥運転

注　　記

●［張込藁設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合わせ

て設定してください。誤って設定した場合は発芽勢・発芽率が低下

したり乾燥時間が必要以上に長くかかったりすることがあります。

。
㊥

7）［乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイ、ソチランプ（緑色）が点灯する。

●40秒後にバーナが着火する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運

転残り時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中、［モニタ］スイ、ソチを押すと、モニ

タ表示部に仕上水分設定値が点滅表示され

る。

注　　記

●モニタ表示に［004】が表示されてバーナが着火しない場合、機械が

停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動

的にバーナが着火します。

8）運転途中で乾燥を止める場合は、［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

設定した仕上水分値になると、乾燥運転が自

動停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯す

る。

●機械が自動停止する。

て0）燃料タンクのコックを閉める。
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5　機械の運転操作

5．6　種子の乾燥運転

種子用の穀物の重吉煙道転方法を次に示します。

園5－20　コントロールボックス操作部

ノ 燃料タンク

軸
ゆ言マリふつう齢

酒米種子ビール量

1）［電源］スイッチを［人］にする。

2）燃料タンクのコックを開ける。

3）［乾燥速度設定］ツマミを［種子］にする。
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5．6　種子の乾燥運転

大麦 小麦

ビール麦　　　　　　裸麦

仕上水分

4）［品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾　　　二［もみB］

小麦・裸麦：［小麦B］

大麦・ピール麦：［大麦B］

5）［仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値

に設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表

示される。

注　　記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、
または品種が変わった場合は、希望す
る仕上水分設定よりも0．5～1．0％高く
設定してください。

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ表示

窓の番号に合わせて設定する。
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5　機械の運転操作

7）［乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●40秒後にバーナが着火する。

●章乏煩運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運

転残り時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中、［モニタ］スイ、ソテを押すと、モニ

タ表示部に仕上水分設定値が点滅表示され

る。

8）運転途中で乾燥を止める場合は、［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

匝］9）

燃料タンク

設定した仕上水分値になると、幸吉燥運転が自

動停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

10）燃料タンクのコックを閉める。
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5．7　水分の測定方法

5．7　水分の測定方法

乾燥運転が終了して、素量物を排出する前に、次の手順で水分を確認してください。

5．7．1サンプルの取出し

送風運転を行い、運転中にサンプル取出□よリサンプルを取出してください。

サンプルの取出し方法を次に示します。

1）機械前面下部のサンプル取出□を皿などで受

ける。

2）サンプル取出ロを持ち上げる。

3）サンプル取出0を下げる。

●一定量のサンプルを取出すことができる。

園5－21サンプル取出ロ

5．7．2　サンプルの水分測定

手持ちの抵抗式水分計でサンプルの水分を測定します。このとき、次の事項を守ってください。

1）抵抗式水分計は毎年検査を受けたものを使用する。

2）抵抗式水分計の乾電池は、毎年新しいものと交換する。

3）籾乾燥時、サンプルを外気温度まで冷まし、籾摺りをし、整粒のみの玄米で測定する。

4）測定は3回以上行い、平均する。

水分計で穀物の水分を確認する。
3匡山上測り平均する

＠
＠
＠ ー唇蓼
サンプル　　　　水分計

〔注〕必ず玄米で測定します。
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5　機械の運転操作

5．7．3　水分表示値の合わせ方

手持ちの抵抗式水分計で測定した水分値と、コントロールボックスのモニタ表示部の水分値に

差があるときは、次のようにして合わせることができます。

〈［品種設定］ツマミで合わせる方法〉

大麦・ピール妻

⊂亘二重コ

小麦・裸麦

1）籾の場合、［品種設定］ツマミの標準は［もみB］

です。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ようにモニタ表示部の水分値が、増減します。

2）大麦・ピール麦の場合、［品種設定］ツマミの標

準は［大麦8］です。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ようにモニタ表示部の水分値が、増減します。

3）小麦・裸麦の場合、［品種設定］ツマミの標準は

［小麦B］です。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ようにモニタ表示部の水分値が、増減します。
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5．8　胴割れの確認方法

5．8　胴割れの確認方法

籾は、乾燥する前に、次の手順で必ず原料の胴割れを確認してください。また排出時も同様に

確認してください。

籾の構成

1）サンプルを採取する。

●原料を張込むとき、4～6匝】に分けて一握り

の籾を抜き取り、よくかき混ぜる。

●排出時も同様に、4～6国に分けて一握りの

籾を抜き取り、よくかき混ぜる。

2）玄米へ力□工する。

籾摺器（例）

轡3）
●胴割れの測定は、玄米で行う。

●原料籾は、玄米に傷がつかないように、手

で籾殻をむく。

●仕上籾は、手持ちの水分計にイ寸属している

籾摺器で玄米にする。

胴割れを測定する。

●玄米100粒を米粒透視器の上に均等に並べ、

下から光を透過させる。

●ピンセット等で玄米の角度を変え、胴割れ

粒を数える。

●これを2匡］繰返し、合計20D粒の玄米を測定

する。

表5－2　胴割れの判定
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5　機械の運転操作

5．9　排出運転

穀物を排出する場合は、次の作業・操作を行ってください。

1）排出前に、手持ちの抵抗式水分計で3匝】以上、

水分測定をする。

（ページ5－29「5．7　水分の測定方法」参娘）

●水分が希望の水分値よりも高い場合は再乾

燥する。

（ページ5－11「5．4　籾の乾燥運転」、ペー

ジ5－21「5．5　妻の乾燥運転」、ペuジ5－26

「5．6　種子の乾燥運転」参照）

2）［張込量設定］ツマミは張込時の表示窓の番

号のままにしておく。

3）［排出］スイッチを押す。

●［排出］スイッチランプ（緑色）が、点灯します。

●10秒後に自動切換パルプが排出側に切換わり

ます。

●モニタ表示部に、排出終了予想時闇が表示

されます。

4）運転遠中で排出を止める場合は、［停止］ス

イッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯します。

●約5秒後に排出が停止します。

●モータスロワで排出している場合、約30秒

後にモータスロウが停止します。

5）穀物がなくなると、機械が自動停止する。

●［排出］スイッチランプが消灯する。
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5．10　タイマ運転

5．10　タイマ運転

タイマ運転は、一定時間後に張込・送風・乾燥・排出運転を停止させたい場合や、自動水分計が

故障した場合に使用します。

タイマ運転の方法を次に示します。

図5－22　コントロールボックス操作部

仕上水分／タ　イ　マ

軸
ゆ言マリふつう齢

1）［電源］スイッチを［人］にする。

2）［仕上水分設定］ツマミを［タイマ］に設定す

る。

3）［タイマ設定］ツマミで運転時間を設定する。

●設定値はモニタ表示部に表示されます。

4）乾燥運転を行う場合は、［乾燥速度設定］ツマ

ミを希望する乾燥に設定する。

●［グルメ］［2巨別に設定した場合は、［やや

ゆっくり］と同じ設定になります。
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5　機械の運転操作

表5－3　乾燥時間の選定方法

乾燥時問表を見て「穀物水分」より「乾燥時

闇」を選定します。

幸三燥時間表（平均乾燥時闇）

乾 燥 水 分 1－6 2．4 3－2 4．0 4月 5．6 6．4 7．2 8．0 B．8 9．6

乾 燥 時 闇 2 3 4 5 6 7 8 9 TO †7 12

乾燥水分が上記の数値と異なる場合は、低い値

の乾燥時問を選定してください。

（例）今、乾燥機に張込んだ生籾が初期水分

25％で、15％まで乾燥すると仮定します。

乾燥水分＝25－15（仕上げ水分）

＝10％

乾燥時閤表から

10％乾燥→12時間

タイマを12暗闇に設定します。

［注1］乾燥所要時間は、穀物の品種や外気温度、

湿度などによって異なります。

［注2］表の値は、乾燥速度が［ふつう］の場合

を示します。

注　　記

●遇乾燥を防止するため早めに乾燥停止

するように設定しています。

●停止したらサンプリングして手持ち水

分計で水分測定し、再度時間設定して

仕上乾燥してください。

（ページ5－29「5．7　水分の測定方法」参

照）
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5．10　タイマ運転

［二重二重コ　　⊂亘コ妻⊃　［二重二重⊃

大麦 小麦
ピ、ル麦　　　　　　裸麦

張　込　量

5）［品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾　　：［もみB］

小麦・裸麦：［小麦B］

大麦・ピール麦：［大麦B］

6）［張込量設定］ツマミを実際に張込んだ表示窓

の番号に設定する。

7）希望する運転スイッチを押す。

画趣廟 8）設定時閣内に運転を終了する場合は、［停止］

スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯

します。

9）設定時間になると運転が終了する。
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5　機械の運転操作

5．11　緊急停止の方法

乾燥機で異常が発生し、緊急で運転停止する場合は、次の2つの操作の内、すく“にできる方の

操作を行ってください。

〈コントロールボ、ンクスの電源を切る〉

1）コントロールボックスの［電源］スイッチを

［切］にする。

●乾燥機の電源供給が遮断され、すべての運

転が停止する。

2）すべての異常を取除き、安全を確認してくだ

さい。

3）［電源］スイッチを［人］にする。

●電源供給が復帰する。
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5．11緊急停止の方法

〈［非常停止］スイッチを押す〉

図5－23　非常停止スイッチ

1）［非常停止］スイッチを、カチ、ソと音がする

まで押込む。

●乾燥機の電源供給が遮断され、すべての運

転が停止する。

2）すべての異常を取除き、安全を確認する。

3）［非常停止］スイッチを石に回転させる。

●スイッチが元に戻り、電源供給が復帰する。
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6　稼働期後の点検と作業

この章では、稼働期終了後の点検と作業について説明しています。
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残留穀物の取出しと掃除

各部の掃除

ネズミ侵入防止方法

灯油の保管

電気部品の維持、管理
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6　稼働期複の点検と作業

6．1残留穀物の取出しと掃除

残留穀物は、ダッシュボードを掃除した後に、排出運転を行い排出します。その後、下部スクリ

ュ・アウトレ、ソト・昇降機下部・フアンボックスの掃除を行います。

残留穀物の取出しと掃除の方法を次に示します。

1）掃除前の確認を行う。

（a）機械の中が空であることを確認する。

（b）［電源］スイッチを［切］にする。

（C）電源コネクタを抜く。
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6．1残留穀物の取出しと掃除

園6－1張込ホッパ

図6－2　サイドカバー

2）ダッシュボードの掃除を行う。

（∂）張込ホッパを開ける。

（b）ダッシュボード上のウラコミを外部に取出

す。

（C）張込ホッパを閉める。

3）サイドカバー部からダッシュボードの掃除を

行う。

（∂）サイドカバ】の取付ビスを外す。

（b）サイドカバーを取外す。

（C）ダッシュボード上のウラコミを外部に取出

す。

（d）サイドカバーを取付ける。

4）電源コネクタを差込み［電源］スイッチを

［人］にする。

5）排出運転を行い残留穀物を排出する。（ペー

ジ5－32「5．9　排出運転」参照）

6）排出したら［電源］スイッチを［切］にして

電源コネクタを抜く。

園6－3　機械後面

7）下部スクリュの掃除を行う。

（∂）機械後面の下部シャッタ開閉レバーを2～

3回開閉させる。

（b）残留穀物が機械下の床面に落ちるのでホウ

キなどで取除く。
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6　稼働期後の点検と作業

フアンボックス

吸引ファン

図6－41吸引フアン

図6－5　機械前面下部

8）フアンボックスの掃除を行う。

（a）吸引フアンが取付けてあるフアンボックス

下のカバーを取タ卜す。

（b）ファンボックス内の残留穀物を取除く。

（C）カバーを取付ける。

9）アウトレ、ソトの掃除を行う。

（∂）機械前面下部にあるアウトレットシャッタ

取付用蝶ナットを外す。

（b）アウトレットシャッタを引抜く。

（C）アウトレット部の残留穀物を取除く。

（d）アウトレットシャッタを差込む。

●蝶ナットを締める時、アウトレットに密

着させて隙間のないようにしてくださ

い。

10）昇降機下部の掃除を行う。

図6－6　昇降機下部

（a）昇降機カバー①を取外す。

（b）昇降機下部に残留している穀物を木片など

で取除く。

（C）昇降機カバー雄を取付ける。
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6．2　各部の掃除

6．2　各部の掃除

各部の掃除方法を次に示します。

〈バーナ部分の掃除〉

園6－7　機械前面

フロントパネル

r　　熱風温度センサ

熱風胴

1）［電源］スイッチを［切］にする。

2）電源コネクタを抜く。

風圧センサ　　　3）バーナボックス内と熱風胴内の掃除をする。

角バーナタウト　（a）バーナボックス前面のフロントパネルを外

バーナタウト

す。

（b）角バーナタクトを取外す。

（C）バーナボックスを手前に引出す。

（d）角バーナダウト、丸バーナダウト内のコミ、

バーナボックス　　　ホコリを掃除する。

（e）熱風胴内の金網に付着しているコミ、ホコ

リをホウキなどで下に落とす。
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6　稼働期後の点検と作業

蝶ボルトーーーマ
フレームロッド　　4）バーナの掃除をする。

ナケーシング

－ナボックスカバー

図6－10　バーナ部

（a）バーナボックスカバーを外す。

（b）バーナ固定用の蝶ボルトを外す。

（C）バーナを引出す。

（d）バーナに付いているホコリを取除く。燃焼

炉内にススが付着していれば掃除する。

5）掃除が終わったら逆の手順で組付ける。

〈燃料ストレーナの掃除〉

燃料ストレーナは、燃料タンク出口とポンプ入口に各1個ずつあります。

燃料ストレーナは、燃料タンクとポンプで種類が違います。

1）フロントパネルを外す。

2）角バーナダウトを取外す。

3）バーナボックスを手前に引出す。

4）バーナボックスカバーをタ卜す。

5）ねじ込み式のカップを外す。

6）フィルタエレメントを取出し、きれいな灯う由

で洗う。

7）フィルタエレメントを燃料タンク側とポンプ
燃料ストレーナ

燃料タンク側燃料ストレーナ

ルタエレメント

側それぞれのストレーナに取付ける。

ポンプ側燃料
ストレーナ

カップ

フィルタエレメント

図6－11燃料ストレーナ
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6．2　各部の掃除

〈燃料タンクの掃除〉

ドレン抜き

園6－12　燃料タンク下部

1）燃料タンクの灯油を抜取る。

2）燃料タンク下側にあるドレン抜きのコックを

外し、残りの灯油を出す。

3）ドレン抜きのコックを取付ける。

●燃料ストレーナの掃除、燃料タンクの掃除の際に、こぼれた灯油は

必ずふき取ってください。

●コ、ソク取付後、灯油もれがないか確認してください。
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6　稼働期後の点検と作業

6．3　ネズミ侵入防止方法

ネズミが機械内に侵入すると機械内のコード類をかじり、コードの断線、ショート、漏電の原

因になります。

ネズミの機械内侵入防止の方法を次に示します。

図6－13　機械後面

1）残留穀物を取出す。

（ページ6－2「6．1残留穀物の取出しと掃除」

参照）

2）フアンカバーを取付ける。

（∂）排風ダクトを吸引フアンから取タ卜す。

（b）フアンカバーを吸引吹出□に取付ける。

3）張込ホッパを確実に閉める。

4）自動切換バルブを張込側に切換える。

（a）コントロールボックスに電源コネウケを

挿し込む。

（b）［電源］スイッチを［人］にする。

［張込］スイッチを押して、自動切換パル

プが張込側へ切換わると［停止］スイッチ

を押す。

5）各部のカバーを完全に閉める。

（a）バーナ部フロントパネルをバーナボ、ソク

スに確実に取り付ける。

（b）掃除用シャッタを確実に元に戻す。

（C）点検用窓、フタ、カバーを確実に閉める。
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6．4　灯油の処理

6．4　灯油の処理

6．5　電気部品の維持、管理

電気部品の維持、管理方法を次に示します。

1）コントロールボックス、水分計、各モータに湿気や雨水が人らないように保管してくださ

い。

2）電源コネクタを抜いてください。落雷により制御装置が損傷することがあります。
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7　困った時の対処

この章では、機械が不調の場合の調整方法について説明しています。

1
　
　
2
　
　
3

7
　
　
7
　
　
7

アラーム表示される異常・故障

アラーム表示されない異常・故障＝…　　　　　　　‥…・…7－4

異常・故障の場合の処置方法
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7　困った時の対処

7．1アラーム表示される異常・故障

異常・故障の場合にはモニタ表示部にアラーム帖（警告表示）が表示されます。

アラームが発生した場合の処置を次に示します。

モニタ表示部 モニタスイッチ
1）モニタスイッチを押す。

ブザーが停止する。

2）アラームNGを確認して記録する。

3）発生したアラームの種類および運転状態に応

じて機械が自動停止または自動運転する。

（「表7－1自動停止機能一覧表」参照）

4）次ページの「表7－2　アラーム肋一覧表」

を参照のうえ処置をする。

表7－1自動停止機能一覧表

停止機能 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 容

全 停 止 アラームの発生と同時に、各 モータが停止する。

2 段停止
アラ【ム発生後 、5分間は各モータの運転を行い停止する。ただ しロータ リパル

プモータは アラーム発生後3分間運転した後停止する。

送風停止
アラーム発生後 、吸引ファンモータとバーナファンモータのみ5分間運転 を行い

停止する。

送風運転 アラーム発生後 、バーナが消火 し、各モータを継続 して運転し送風運転を行う。
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7．1アラーム表示される異常・故障

表7－2　アラームNQ一覧表

アラームNG 原　　　　　 因 処　 理　 方　 法 停止機能

E 62 元電源の異常

コント0 一ルポックスの以上

ページ7－6、1項参照 全停止

E21 熱風う昌度センサの断線 お買い上げの農協・販売店に連絡してください 全停止

E28 外気温度センサの断線　　　 jお買い上げの農協・販売店に連絡してください 全停止

E24、E 25、E85 風圧センサの異常　　　　 1ページ7－8、3項参照 全停止、E85は2段停止

E51 自動水分計の異常（測定できない） ページ7－10、4項参照 送風運転

E52 自動水分計の異常（異常水分測定）iページ7－11、5項参照 送風運転

E54 自動水分計の異常（モータの過負荷）

コントロールボックスのヒューズ切れ

ページ7－11、6項巷照 ；送風運転

巨61 お貢い上げの農協・販売店に連 ；■全停止

モータの異常

コントロールボックスの異常

給してください

E 63、E 64 自動切換パルプの異常 お貢し止げの農協・販売店に連絡してください 全停止

E 68 0 一夕」－パルプの異常 お貢し止げの農協億売店に連絡してくだ乱1

ページ7－12、7項参照

送風運転

E 70 本機モータの過負荷

コントロールボックスの異常

送風運転

E 71 スロウモータの過負荷 ページ7－13、8項参照 全停止

コント0 －ルポックスの異常

E 72 吸引ファンモータの過負荷

コントロールボックスの異常

；■ページ7－14、9項参照 全停止

E 73 昇降機モータの過負荷

コントロールボックスの異常

ページ7－14、10項参照　　　　　 送風運転

Eワ8 トップクリーナモータの過負荷 お貢い上げの農協・販売店に達 ■ナシ

E 74．E 77送風停止

コントロールボックスの異常 給してください

E 74～E77、E 79 各モータのコネクタの異常 ページ7－15、11項参照

コントロールボックスの異常 巨75．巨？6全停止

E 81、E83 熱風温度が低すぎる ページ7－15、12項参照 E 81は2戸別亭止

E 83は送風運転

巨82、巨86 熱風5品度が高すぎる ページ7－13、13項参照 2段イ亭止

E 93 フレームロッドのショート ページ7－16、14項参照 送風運転

E 96 バーナフアンの回転異常 ページ7－16、15項参照 送風運転

002、004 灯油切れ （点火ミス） ページ7－17、16項参照 002　 送風運転

バーナ点火時のエア混入 004　 全停止

E 20 熱風温度センサのショート お買い上げの農協儀売店に連絡してください 全停止

E 27 外気温度センサのショート お買い上げの農協・販売店に連絡してください 全停止

E 30～E 33 各種ツマミの設定ミス、異常 ページ7－18、17項参照 全停止

E 35～E 39、E 47 各種押しボタンスイッチの異常 ページ7－18、18項参照 全停止

E 98 バーナ燃焼時の消火　　　　 芦ページ7－18、19項参照 送風運転

E 29 外気温度、熱風温度センサの異常 ページ7－20、20項参照　　　　 jナシ

00 1 穀物が満量になった ページ7－22、28項参照　　　 ≧ナシ
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7　困った時の対処

？．2　アラーム表示されない異常・故障

アラーム表示されない異常と故障の原因について「表7－3　異常、故障一覧表」に示します。ペ

ージ7・6「7．3　異常・故障の場合の処置方法」を参照のうえ処置をしてください。

表7－3　異常、故障一覧表（1）

仙】 症　　　　 状 原　　　　　　　　 因 処　 置　 方　 法

1 モ ニタ 表示 告別こ表示 元電 源 の異 常 ペ ー ジ7・6 、1項参 照

を しな い 。 コン トロー ル ボ ック スの 異常

［非常 停 止］ スイ ッチの 作動

2 全 てのモータの国転 方

向が逆 になっている。

三相 電源 の配 線 の間 違 い 。 お買 い上げの農 協 ・販売

店に連絡 してください。

3 元 電 源 のブ レー カが 元 電源 の異常 ペー ジ7・7 、2項 参 照

落 ち る 。 ブ レー カの 容量 不足 また は電圧 降 下

吸 引 フ アン とモ ー タ ス ロウ （オ プ シ ョン ）

の同 時 運転

4 吸 引 フ ァンの振 動 が

大 き＜な った。

吸引 フ アン に コ ミが 付着 して いる 。 ペー ジ7・1 4 、9項 参 照

5 満 量 セ ン サが作 動 し

な い 。

満 量 セ ンサ の位置 が 不適 当 お買 い上げの農協 ・販売

店に達緯してください。

6 モ ニタ表 示 部 の水 分 刈 取 った （張 込ん だ ） 穀物 の 水 分の ば らつ ペー ジ7－2 0 、2 1項 参照

表示 が手 持 ち の抵 抗 きが大 きい 。

式 水 分計 の 表示 と合 抵 抗式 水 分計 の異 常

わな い。 ［品種設 定 ］ツマ ミの設定 間 違 い。

7 遇乾 燥 に な った 。 刈 取 っ た （張 込ん だ ）穀 物 の水 分 の ば らつ

きが大 きい。

未熟 粒 の混 入 率が 大 きい 。

ペー ジ7－20 、22項 参照

8 胴割 れ が 発生 す る。 刈 取 った （張 込ん だ ）籾 の異 常

［張 込量 設 定］ツマ ミの設 定 間違 い 。

ペー ジ7－2 1 、23項 参照

9 乾 燥 に 時 間 が か か 吸 引 フ アンの 異常 ペー ジ7－2 1 、24項 参照

る 。 張込 ホ ッパ 、天井 カ バー の異 常

［張込 量 設 定 ］ツマ ミ 、 ［幸吉煩 速 度 ］ツマ ミ

の設 定 間違 い 。

10 ［電 源 ］ス イ ッ チ を コン トロール ボ ック ス内 部 スイ ッチ の設 定 お 買 い上 げ の 農協 ・販

［人 ］ に す る と 、モ 間違 い 。 売 店 に連 絡 して く ださ

ニ タ 表 示 部 に E？6が

点滅 しモ ー タが 回転

する 。

コン トロー ル ボ ック スの異 常 い 。

1 1 機 械 の 停止 中に ロー

ク リバ ル ブか ら穀物

の モ レる 音 が する 。

パ ル プ シー トの異常 ペー ジ7－2 2 ，25項 参照
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7．2　アラーム表示されない異常・故障

表7－3　異常、故障一覧表（2）

NQ 症　　　　 状 原　　　　　　　　 因 処　 置　 方　 法

12 タ ンク 内 に均 分ム ラ

がで きる。

飛 散 盤の 調整 不良 お買 い上げの農協 ・販売

店 に連絡 してください。

13 トップ ウ リ～ ナ か ら

整 粒 が飛 出 す。

トップ グ 」－ナ の調 整不 良 お買 い上げの農協 ・販売

店に連絡 してください。

14 トップ ク リーナ か ら

ウラコミが取れない。

トップ ク リーナ の調整 不 良 お買 い上げの農協 ・販売

店に連絡 してください。

15 ほ喜燥 ］ス イ ッ チ を

押 す と 、熱風 湿 度 表

示 が 点滅 して パー ナ

が着火 しな い。

熱風 胴 内 の渥度 が設定 値 よ り高 い 。 ペ ージ7 －2 2 、26項 参照

16 排 出 時 、機 械 内 に穀 自動 水分 計 の異 常 （穀 物 サ ン プル が供給 さ ペー ジ7－1 0 、4項 参 照

物 が残 って い るの に

自動停 止 する 。

れな い。）

17 バ ー ナ が点火 と消 火 異 常 では あ りませ ん。

を繰返 す 。 ［張 込 量設 定 ］ツマ ミを ［少 ］ に設 定 す る と

燃焼 、燃 焼 休 止 の 間 断 乾 燥 を 繰 返 し ま す。

また ［1］ 以上 の設 定 で も 、バ ー ナ が 点 火

と消 火 を繰返 して いる 場合 は 、コン ト0 －

ル ポ ック ス 内制 御 装置 が 適切 な 燃 焼状 態 と

なる よう制 御 し ている状 態 で す。

18 バ ーナ 部 付近 か ら灯 フ レ キシ ブ ルチ ューブ を 、バ ー ナ側 カブ ラ ペ 山 ジ7－2 2 、27項巷 照

油 が漏 れ てい る。 に確 実 に接 続 して いな い 。

バ ー ナ 燃 料 系 部 品 の揺 満 都 が ゆ る ん で い

る。

制御 ノズル の不 良

19 モ ータ が焼 損 する 。 型式 設定 ミス お買 い上 げの農協 ・販売

ス ロ ワ設定 ミス

電 流 セ ンサ 設定 ミス

店に連絡 してください。

7－5



7　困った時の対処

7．3　異常・故障の場合の処置方法

異常、故障の場合は、次の指示に従って処置してください。

断
●異常、故障の処置を行う前には、コントロールボックスの電源を切

り、コントロールボックスから電源コネクタを抜いて＜ださい。

●この取投説明書の指示に従ったにもかかわらず、異常、故障がなお

らない場合は、お買い上げの農協または販売店に連絡してください。

●全ての安全カバーは、運転時には必ず、取付けてください。

1．モニタ表示部に表示をしない、またはアラームNo．E62が点滅する。

原　　　因

1）元電源のヒューズ

の溶断

2）元電源からコント

0－ルポックスま

での配線不良

3）［非常停止］スイ

ッチを作動させて

いる

4）コネクタ内部の結

線不良または、延

長コードの断線

5）CPU基板上のヒュ

ーズ（1A）の溶断

6）トランス不良

7）CPU基板不良

8）表示基板不良

処　　　　置　　　　方　　　　法

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

（a）復帰させる（ページ5・36「5．11緊急停止の方法」参照）

（∂）お買い上げの農協または販売店に連綿する。
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

2．元電源のブレーカが落ちる。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

7）元電源からコント

ロールボックスま

での配線不良

2）ブレーカの容量不

足または電圧降下

3）排出時に吸引フア

ンとモータスロウ

（オプション）を

同時に運転してい

る

4）モータからの漏電

5）自動水分計モータ

のショート

（a）お買い上げの農協または販売店に連綿する。

（a）電気工事会社へ相談する。

（適正な容量のブレーカを使用する。）

●三相電源の場合、15A品を使用します。

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7　困った時の対処

8．アラーム肋∈24、∈25、E85が点滅する。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）穀物を張込まずに

乾燥スイッチを入

れた

2）張込ホッパを閉め

ずに乾燥スイッチ

を入れた

3）排風ダウトの吐出

□に風が吹き込ん

でいる

4）排風ダウトがピン

と張ってない

（a）穀物を張込む。

（∂）張込ホッパを閉める。

（∂）囲いを排塵ダウトの吐出□に1m以上離して立てる。

（a）排風タウトをピンと張る。（下図は機械を上から見た図）



7．3　異常・故障の場合の処置方法

5）風圧センサの吸引

板不良

6）風圧センサ取付け

位置不良

ワ）風圧センサの不良

（a）フロントパネルを取外す。

（b）バーナボックス内の風圧センサを取タ卜す。

（c）風圧センサのリミットスイッチ部にコミが詰まっていたら取除く。

（d）吸引板が手で軽く動くのを確認する。

●吸引板を曲げないように注意してください。

（e）風圧センサを取付ける。

（f）フロントパネルを取イ寸ける。

バーナボックス

取付パインドネジ

（∂）フロントパネルを取外す。

（b）風圧センサ取付ネジをゆるめる。

（C）E24が点滅する場合は、風圧センサを右に傾ける。

（d）E25が点滅する場合は、風圧センサを左に傾ける。

（e）風圧センサ取付ネジを締める。

（f）フロントパネルを取付ける。

●吸引板を曲げないように注意してください。

E25の場合
（左に傾ける）

■■

巨24の場合
（右に傾ける）

一■一一一吸引板

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7　困った時の対処

4．アラーム仙E引が点滅する。または、排出時、機械内に穀物が残っているのに自動停止する。

原　　　因

1）自動水分計の透明

カバーを開けて乾

燥運転をしている

2）自動水分計のフィ

ーダ部にコミが詰

まっている

3）自動水分計のコネ

クタの差込み不良

4）自動水分計モータ

のギヤセ、ソト不良

処　　　　置　　　　方　　　　法

（a）透明カバーを確実に取付ける。

（∂）透明カバーを取外す。

（b）フィーダ部を掃除する。

（C）レバーを手で軽く動くようにコミなどを取除く。

（d）透明カバーを確実に取付ける。

ネジ（2ケ）

（a）水分計接続コードを確実に差込む。

水分計接続コ

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

透明カバ

ネジ（2ケ）

フィーダのコミを
除去する。

このレバーを手で動
かし軽く動くように
する。（コミ付着、サ
ピ付きをなくす。）
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

5．アラーム帖E52が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1） ［品種設定］ツマ ミ

が品種 に合 ってい

ない

2 ）自動水分計の不良

（a ） ［品種設定］ツマ ミを乾燥させる穀物 に設定する。

（∂）タイマ運転 にて乾燥運転 を行う。（ページ5－33 「5．10 タイマ

運転」参照）

（b）お買い上げの農協または販売店 に連絡する。

6．アラーム帖E54が点滅する。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）自動水分計のロー

ル付近へコミなど

がかみ込んでモー

タ過負荷になって
いる

2）自動水分計のテス

トスイッチが［ON］

になっている

3）電流設定値が低い

4）モータ負荷信号の

不良

（∂）透明カバーを取外す。

（b）ロール付近のコミなどを取除く。

（c）透明カバーを確実に取付ける。

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7　困った時の対処

ワ．アラーム仙［70が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1）本機モータプー リ （a）下部スクリューの残留穀物を除去する。（ページ6・3 、6）項巷照）

のベル トの掛け問 （b）機械後面の駆動部安全カバーを取外す。

違い

2）∨ベル トのゆるみ

3 ）穀物の張込み過ぎ

（C）本機モータプーリのベル トの位置を確認する。

（d）間違っていれば、下図のようにベル トを掛換える。

撃 破

ロックナット
大径　 ベルト張リ
出荷時　 ボルト

（a）機械後面の馬区動部安全カバーを取外す。

（b）本棟モータペースのナットをゆるめ、テンションボル トを締め

て、ベル トを適正に張る。

●張りの目安はベル トの中心を指で強く押したとき、たわみが

13～ 17mmになるのが適正です。

●ベル トを強く張りすぎないよう注意してください。（モータ、

軸受の故障の原国となります。）

（c）馬区動部安全カバ倒 る。櫻 ＼ ①

モータ　 ♂旬挙 鞄

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

4 ）罪障機パケッ トペ （∂）パケ、ソトベル トを張る。

ル トのゆるみ （ページ8－2 「8．2　 バケットベル トの張りの調整方法」参照）

5 ）ロータリバルブか （a）パルプシー トを調整する。

らの籾モレ （ページ8－4 「8．4　 パルプシー トの調整方法」参照）

6 ）本機モータ （下部

スクリュ）の電流

設定値が低い

ワ）本機モータコネク

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

（a）本機モータのコネクタを確実に差込む。

タの差込み不良

8 ）本機モータの焼損

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

（∂）お買い上げの農協または販売店に連綿する。
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

8．アラームNq［71が点滅する。

原　　　囲 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）スロウモータプー

リが間遠っている

2）スロワの∨ベルト

のゆるみ

3）スロワ羽裾のスキ

マ不良

4）スロウからの穀物

排出方向の間違い

5）スロウモータコネ

クタの差込み不貞

6）CPU基板上のス

ロウS〉〉の設定ミ

ス

7）スロウモータの電

流設定値が低い

8）ロータリパルプか

らの籾モレ

9）スロウモータの焼

損

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

（a）パルプシートを調整する。

（ページ8－4「8．4　バルブシートの調整方法」参照）

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7　困った時の対処

9．アラームNo．E72が点滅する。または吸引フアンの振動が大きくなった。

10．アラーム鮎．［73が点滅する。

原　　　因

1）昇降機モータプー

リのベルトの掛け

間違い

2）昇降機バケットベ

ルトのゆるみ

3）昇降機バケットベ

ルトの片寄リ

4）昇降機モータの∨

ベルトのゆるみ

5）昇降機モータコネ

クタの差込み不良

処　　　　置　　　　方　　　　法

（a）お買い上げの農協または販売店に連綿する。

（a）昇降機パケットベルトを張る。

（ページ8－2「8．2　パケ、ソトベルトの張りの調整方法」巷照）

（a）昇降機バケットベルトの片寄りをなおす。

（ページ8・3「8．3　バケットベルトの片寄りの調整方法」参照）

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

11．アラーム仙〔74、E75、E76、〔77、E79が点滅する。

12．アラームIbE81、E83が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ）フィル タ工レメン （a ）フィルタエ レメン トを掃除する

卜の日づ まリ

2 ）燃焼油量不足

3 ）外気う志度 、熱風 温

度 センサの異常

（ページ6－6 〈燃料 ス トレーナの掃除〉参照）

（∂）お買い上げの農協 または販売店 に連絡する。
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7　困った時の対処

13．アラームトbE82、［86が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ）吸引フアンの風量 （a）排風ダク トをピンと張る。

不足

2 ）燃焼油量過多

3 ）制御ノズルの不良

（b）排風タウ ト吐出0 の歯いは、 1 m 以上離す。

（C）回転方向を確認する。

（ページ5－3 く各モータの国転の確認〉参照）

i （a）お買い上げの農協拙 瀕 店に連給する。

14．アラームIb［93が点滅する。

15．アラーム肋E96が点滅する。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）バーナファンコネ

クタの差込み不良

2）バーナフアンコー

ドの断線

3）バーナファンモー

タのマグネットの

割れ、またはホー

ルICの不良

4）CPU基板不良

（a）バーナフアンコネクタをバーナ中継コードに確実に差込む。

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

（a）バーナフアン中継コードの断線がないか確認する。

（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

16．アラームNo．［002］、［004］が点滅する。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

7）燃料タンクに灯さ由

がない

2）燃料タンクのコッ

クが開いていない

3）フレキシブルチュ

ーブに空気が入っ

ている

4）フレキシブルチュ

ーブガぐカプラに碇

実に接続されてい

ない

5）バーナのコネクタ

差込み不良

6）点火プラグのコネ

クタ差込み不良

7）制御ノズルの位置

不良

8）フレームロッドの

変形

9）燃焼流量不足

10）制御ノズル不良

E査憂：画
●燃料は、灯油（JJSl号灯油）を使用してくださ

い。軽油・ガソリンは火炎の原因となります。

（∂）燃料タンクに灯油（JISl号灯油）を入れる。

（∂）燃料タンクの燃料ストレ¶ナコックを開ける。

（a）フレキシブルチューブのエア抜きをする。

（ページ5－5くエア抜きの方法〉参照）

（a）フレキシブルチューブをバーナ側のカプラに確実に接続する。

（a）バーナのコネクタを確実に差込む。

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

（∂）お貴い上げの農協または販売店に連絡する。
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7　困った時の対処

17．アラームN8E30～E33が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ）各種ツマミの設定 （∂）巨30＝・［張込室設定］ツマミ、E 31＝・［仕上水分設定］ツマミ

ミス

2 ）各種ツマミの異常

E 32 ‥・［品種設定］ツマミ、［33‥・［乾燥速度］ツマミを正規の位

置に合わせる。（中間にしない。）

（a）各ツマミを何度か回し、再度 ［電源］スイッチを入れ直す。

（b）それでも直らなければお買い上げの農協または販売店に連絡す

る。

1乳　∈35－∈39、［47が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ） 各 種 押 し ボ タ ン ス （a ） E 3 5 ・‥［モ ニ タ ］ス イ ッ チ 、E 3 6 ・‥［張 込 ］ス イ ッ チ

イ 、ソテ の 異 常 E 3 7 ・‥［乾 燥 ］ス イ ッ チ 、巨3 8 ・・・［排 出 ］ス イ ッチ

巨39 ・‥［停 止 ］ス イ ッ チ 、E 4 ワ… ［送 風 ］ス イ ッ チ の ス イ ッ チ を 何

度 か 押 し 、再 度 ［電 源 ］ ス イ ッ チ を入 れ 直 す 。

（b ） そ れ で も 直 らな け れ ば お 買 い 上 げ の 農 協 ま た は 販 売 店 に 連 綿 す

る 。

柑．アラームN8E98が点滅する。

カブラ
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7．3　異常・故障の場合の処置方法

3）フィルタエレメン

トの目づまリ

4）フレームロッドの

異常、不良

5）燃焼油量不足

6）制御ノズル不良

（∂）フィルタエレメントを掃除する。

（ページ6－6く燃料ストレーナの掃除〉参照）

（∂）お買い上げの農協または販売店に連絡する。

20．アラームN8E29が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ）外気5昆セ ンサと熱 （a ）外気温センサに直接陽が当た らないようにして再度 ［電源］ス

風温度 センサのう孟 イ 、ソテを入れ直 し、乾燥運転 してみる。

度差 が送風 運転 を （b）それでも直 らなければお買い上げの農協または販売店に連絡す

10分 して も 5℃以

上ある

る。
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7　困った時の対処

21．モニタ表示部の水分表示が手持ちの抵抗式水分計の表示と合わない。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）刈取った（張込ん

だ）穀物の水分の

ばらつきが大きい

2）モ燥途中で測定し

た

3）［品種設定］ツマミ

の設定間違い

4）手持ちの抵抗式水

分計の取扱い間違

い

5）幸三煩終了後、数日

経過している

6）水分計の誤差

（a）4～5時間送風運転したのち、乾燥する。

（ページ5－9「5．3　送風運転」参照）

（∂）水分が17％以下になってから測定する。

（a）［品種設定］ツマミを正しい設定にする。

（a）水分測定用サンプルは、サンプル取出□から採る。

（b）サンプルの穀物は、外気温まで冷却の後測定する。

（c）籾は、玄米にして測定する。

（d）青米を除いて測定する。

（e）水分測定値は3回以上測定して平均する。

（f）外気浣度補正が必要な水分計は、外気温度補正をする。

（g）毎年新しい電池と交換する。

（h）毎年水分計の検定を受ける。

（∂）籾の水分値は、乾燥後に未熟粒混入率によって次のように変わ

るので注意する。

●未熟粒混入率が5％以下の場合は、0．5～用％乾く。

●未熟粒混入率が11％以上の場合は、D．5～1．0％戻る。

●未熟粒混入率が5～11％の場合は、乾く場合もあるし、戻る

場合もある。

（∂）水分補正をする

（ページ5－30「5．7．3　水分表示値の合わせ方」参照）

22．過乾燥になった。

原　　　因

1）刈取った（張込ん

だ）穀物の水分の

ばらつきが大きい

2）未熟粒の混入率が

大きい（未熟粒う昆

人率11％以上）

3）［品種設定］ツマミ、

［仕上水分設定］

ツマミの設定間違

い

処　　　　置　　　　方　　　　法

（∂）4～5時間送風した後、乾燥する。

（ページ5－9「5．3　送風運転」奉照）

（a）乾燥後、未熟粒の水分が整粒に移り整粒の水分が戻るので2～

3日放置して様子をみる。

（a）適正な設定をする。
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7．3　異常・故障の場合の処選方法

23．胴割れが発生する。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

て）刈取った（張込ん

だ）籾に、胴割れ、

脱プ米がある、ま

たは胴割れしやす

い品種の籾である。

2）もち米、酒米であ

る

3）刈取った（張込ん

だ）籾の水分のば

らつきが大きい

4）［張込量設定］ツマ

ミの設定間違い

（a）［乾燥速度設定］ツマミを［ややゆっくり］に　蘭
設定する。 ゆ言てりふつう題B

酒米機チビール壬

（a）［乾燥速度設定］ツマミを［もち］あ　薗　陶
るいは［酒米］に設定する。 ゆ三マリふつう齢　ゆ言マリふつう齢

酒米檀子ビール憂　　　酒集積子ビール責

（∂）4～5時間送風運転したのち、章喜煩する。

（ベン∵ソ5－9「5．3　送風運転」参照）

（a）張込んだ量に［張込量設定］ツマミを設定して乾燥させる。

24．乾燥に時間がかかる。

原　　　因 処　　　　置　　　　方　　　　法

1）吸引フアンの風量

の不足

2）張込ホッパが完全

に閉まっていない

3）［張込量設定］ツマ

ミの設定間違い

4）吸引フアンの∨ベ

ルトのゆるみ

5）［乾燥速度設定］ツ

マミが［やや速い］

になっていない

（∂）排風タクトをピンと張る。

（b）囲いを排風ダクト吐出□から、1m以上離す。

（a）張込ホッパを完全に閉める。

（∂）張込んだ量に［張込量設定］ツマミを設定して幸乞燥させる。

（a）吸引フアンの∨ベルトを適正に張る。（ページ8－2「8．1吸引フ

アンの∨ベルトの張りの調整・確認方法」参照）

（a）［乾燥速度設定］ツマミを［やや速い］に設定して乾燥させる。

下記に示すような籾は、［やや遠い］で乾燥運転をしないでくだ

さい。胴割れが増加する可能性があります。

●原料中に吉未熟粒、その他の未熟粒が多い籾晦
●原料中に胴割れのある籾　　　　　　　　　ゆ‡でりふつう齢

●原料中に脱ぶ・聞えい（籾殻が開いている）グルメ

のある籾　　　　　　　　　　　　　　　　　2段

●もち米・酒米・胴割れしやすい品種　　　　もち
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7　困った時の対処

25．機械の停止中にロータリーパルプ部分から穀物がモレる音がする。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ） ロータ リーパルプ （a ）バルブシー トの調整 、交換をする。

とバルブシー トの （ページ8－4 「8．4　 バルブシー トの調整方法」参照）

隙間ガ～大 きい （ページ8－5 「8．5　 バルブシー トの交換方法」参照）

26．［乾燥］スイッチを押すと熱風湿度表示が点滅してバーナが着火しない。

原　　　 転 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1 ）熱風胴内温度が設 （a）故障ではありません。約5分間の送風運転後 、自動的にバーナ

定値より高い が着火します。

27．バーナ部付近から灯油が漏れている。

28．アラーム恥「001」が点滅する。

原　　　 因 処　　　　 置　　　　 方　　　　 法

1）穀物が満室になっ

た

2 ） C P U 基板の不良

3 ）満量センサの不良

（a ）故障ではありません。直ちに張込を停止してください。

†（a）お買い上げの農協または販売店に連絡する。
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8　各部の調整・作業方法

この章では、点検や異常時の処置などに必要な各部の調整方法と作業につい

て説明しています。

1

　

2

　

3

　

4

　

　

5

▲

q

U

　

∧

0

　

▲

リ

U

　

8

　

▲

ロ

U

吸引フアン∨ベルトの張りの調整・確認方法・・‥‥　　　‥‥‥8－2

バケットベルトの張りの調整方法・

パケットベルトの片寄りの調整方法

パルプシートの調整方法

パルプシートの交換方法
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8　各部の調整・作業方法

8．1吸引フアン∨ベルトの張りの調整・確認方法
吸引フアン∨ベルトの張りの調整方法と、張りの確認方法について次に示します。

く吸引フアン∨ベルトの張りの確認方法〉

図8－1吸引フアン∨ベルト

く吸引フアンVベルトの張りの調整方法〉

テンションボルト

図8－2　吸引フアン

フアンカバー

1）吸引フアンカバーを取外す。

2）ファンケーシング部分の∨ベルトを指で軽く

押す。

●∨ベルトのたわみが2～3mmであれば正常で

ある。

3）吸引フアンカバーを取付ける。

1）吸引フアンカバⅦを取外す。

2）モⅧタ右側のテンションボルトのロックナッ

トをゆるめる。

3）テンションボルトを回し、∨ベルトの張りを

調整する。

4）∨ベルトの張りを確認後、ロックナ、ソトを締

める。

5）吸引フアンカバⅦを取付ける。

8．2　バケットベルトの張りの調整方法
パケ、ソトベルトの張りの調整方法について次に示します。
張リボルト 1）張リボルト左右（2箇所）を穴が見えるまで石

に回す。

●内謁車軸とワッシヤの間隔を約20mmにす

る。（適正位置）

注　　記
●軸受プレートと昇降機カバー①の間隔が
10mm以内の場合は、バケットベルトがのび
て正常な運転ができないため、お買い上げの
農協または販売店に連絡してください。
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8．3　パケットベルトの片寄りの調整方法

8．3　バケットベルトの片寄りの調整方法

バケットベルトの片寄りの調整方法を次に示します。

廟

廟

昇降機
カバー①

図8－4　昇降機下部

1）コントロールボックスの［電源］スイッチを

［人］にする。

2）［張込］スイッチを押す。

●［張込］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●昇降機が作動する。

3）［停止］スイッチを押す。

●［停止］スイ、ソテランプ（赤色）が点灯する。

●昇降機が停止する。

4）電源スイッチを［切］にして、電源コネクタ

5）を抜く。

昇降機カバ【（をを取外す。

内謁車　バケットベルト

園8－5　バケットベルト調整部

6）昇降機点検□からバケットベルトの片寄りを

確認する。

7）片寄っている側の張リボルトを時計廻りに

1周回す。

●バケットベルトが中央に寄る。

8）昇降機カバー②を取付ける。

9）電源コネクタを差し［電源］スイッチを［人］

にする。

10）［張込］スイ、ソテを押す。

11）［停止］スイ、ソチを押す。

12）昇降機カバー②を取外し、昇降機点検ロから

パケットベルトの片寄りを確認する。

13）パケ、ソトベルトの片寄りがなくなっていれ

ば、（内調車の中央にバケットベルトがくる）

昇降機カバー②・を取付ける。片寄りがなくな

っていなければ、7）からの操作を繰返す。

14）バケットベルトの片寄り調整が終わったら、

必ず昇降機カバー②を取付ける。
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8　各部の調整・作業方法

8．4　バルブシートの調整方法

バルブシートの調整方法を次に示します。

昇降機

図8－6　バルブシート取付部（機械前面）

1）フロントパネルを取外す。

2）角バーナダウトを取外す。

3）バーナオぎックスを引出す。

4）バーナボックスカバーを取外す。

5）バーナのコネクタを抜く。

6）フレキシブルチューブを取外す。

7）機械前面と後面に各2箇所あるパルプシートス

ライド固定ボルト（2本）をゆるめる。

8）バルブシートスライド国定ボルトを矢印方向に

約2mm移動させる。（4箇所）

9）パルプシートスライド国定ボルトを締める。

10）上記と逆の要領でバーナボックスとバーナダウ

トを取付ける。

11）フロントパネルを取イ寸ける。
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8．5　バルブシートの交換方法

8．5　バルブシートの交換方法

●パルプシートはパルプシート板に取付けられています。

●バルブシートの交換は、穀物を排出後に行います。

●パルプシート板の取出しは、機械の前・後面および側面から行うことができます。

●バルブシートの交換後は、ロータリバルブとパルプシートのスキマ調整が必要です。

（ページ8－4「8．4　バルブシートの調整方法」参照）

〈パルプシート取出し〉

バルブシート板の取出方法を次に示します。

図8－7　バルブシート取付部

1）フロントパネルを取外す。

2）角バーナダクトを取外す。

3）バーナボックスを引出す。

4）バーナボックスカバーを取外す。

5）バーナのコネクタを抜く。

6）フレキシブルチューブを取外す。

ワ）機械前・後面にあるカバー固定ネジとパルプ

シートスライド回定ボルトを取外す。

8）パルプシート国定部カバーを取外す。

9）機械前・後面共にバルブシート板のくぼみ部

分をレールの上に乗せる。

10）パルプシート板を機械から引出す。

パルプシート板

図8－8　バルブシート用レール

〈バルブシートの交換〉

パルプシートの交換方法について次に示します。

バルブシート固定板

バルブシート　　　バルブシート板

♂，

図8－9　パルプシート交換要領

1）パルプシート板からパルプシート回定板とパ

ルプシートを取外す。

2）パルプシートを裏返して、バルブシート固定

板を取イ寸る。

3）パルプシートの端面が波打ったようになって

いる場合は、満面を引張りまっすぐにそろえる。
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9　オプション部品と付属品の説明

この章では、機械のオプション部品と付属品について説明しています。

9．1オプション部品

9．2　付属品
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9　オプション部品と付属品の説明

9．1オプション部品

オプション部品を次に示します。

詳しくは、お買い上げの農協または販売店にお問い合わゼください。

■モータスロウ

乾燥が仕上がった穀物を、排出口から上方に揚げ、貯蔵タンクなどに搬送する場合に使用し

ます。

乾燥機のタンク前面に取付けま す

○

⊂＝1

◎
塵

■2□切換排出バルブ

スロウとそれ以外の排出に切換えることができます。

2⊂】切換排出バルブ

■フロントホッパ

用途や掘付位置の関係でサイドホ、ソパが使用できない場合に取付けます。

フロントホッパ
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9．1オプション部品

■ファンボックス（偏心タイプ）

吸引フアン取付位置を変更する場合に使用します。

■ファンボックス（90Dエルボタイプ）

吸引フアン取付位置を左石あるいは上向きに変更する場合に使用します。

■ケーシング

ファンボックス（90Dエルボタイプ）を後方で使用する場合に取付けます。

⑳
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9　オプション部品と付属品の説明

9．2　付属品

機械に付属している標準工具を次に示します。

両ロスバナ（10－13）

両ロスパナ（1ワー19）

6角棒レンチ（対辺3mmxl本、4mmxl本）

ドライバ（十）（2番）

パイプボックススパナ（10－13）
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緊急時の連絡先

機械が異常な作動をし、原因が不明で適切な処置が行えない場合、または

運転操作方法等に不明な点がある場合は、下記連絡先へご連絡ください。

〔1〕農協・販売店（購入時にお客様にてご記入下さい）

店　　　名：

■　緊急時の連絡先：

し担当者‥

〔2〕最寄の支店営業所
●農協・販売店に連綿がつかない場合は、下記最寄の支店営業所へご連絡ください

支店営業所／所在地 丁巨L T
北海道支店／札幌而白石区菊水上町3桑2丁日52番254号 0 11 （8 12）366 6 （代表） 00 3－08 13

東北支店　 ／岩手県北上市川岸1丁日16番1号　 東北佐竹製作所内 0 197 （64 ）0 11 1 （代表 ） 024－00 32

秋田営業所／秋由市仁井田手中谷地121－2 0 18 （839）089 1 （代表） 0 川－142 3

仙台営業所／宮城県仙台市若林区六丁の日南呵2番20号 022 （287）273 3 （代表） 984－00 13

関東支店　 ／千葉県柏市大室 1153 0 4 （7 13 2）118 1 （代表） 27 7－08 13

小山営業所／栃木県小山而馬尺両町4丁日3 1番地 028 5 （27）506 0 （代表） 323－082 2

新潟営業所／新潟市長潟3丁 日8番 16号 025 （287）017 7 （代表） 950－093 2

北陸営業所／石川県松任市源平島町793番地 1 07 6 （277）ZO8 5 （代表） 924－005 2

中郡支店　 ／愛知県一宮而赤見3丁 目10番 6号 058 6 （73）2 17 7 （代表） 49 1－002 3

関西支店　 ／大阪府豊中市庄内西町5丁目ト76 0 6 （633 1）055 8 （代表） 56 1－D83 2

中四国支店／広島県東広島市西条西本呵2番 30号 0824 （20）85 7 5 （代表） 739－860 2

不公山営業所／愛媛県松山市本町4丁目5番1号　 山本屋本町ビル 089 （925）887 7 （代表） 790－08 1 1

福岡営業所 ／福岡県太宰府市国分 1丁自7番 1号 092 （921）611 1 （代表） 8 18－013 2

熊本 営業所／熊本市西原3丁目3番 29号 096 （382 ）27 2 7 （代表） 862－092 9

〔3〕［車重株式会社　サすケ
広島本社ノ広島県東広島市西条西本呵2番30号　　〒739－8602

●最寄の支店営業所に連絡がつかない場合は、下記連綿先へご連結ください

lお客様相談窓口〔サービス事業部〕　TEL：0824（20）8543　FAX二0824（20）8598

■本社営業窓口〔営業本部〕　　　　TEL：0824（20）8541FAX：0824（20）0005

■大　　代　　表　　　　　　　　　　TEL：0824（20）0001




